




が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
保
険
の
処
理
や
事
務
所
内
の
体
制
を
立
て

直
す
こ
と
に
注
力
。最
近
は
、ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
に
よ
り

低
迷
し
た
取
扱
量
が
よ
う
や
く
以
前
の
水
準
に
回
復
し

つ
つ
あ
り
、運
営
面
も
安
定
し
て
き
た
た
め
、今
後
は
積

極
的
な
セ
ー
ル
ス
に
か
じ舵
を
切
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
米
国
赴
任
当
初
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
に

戸
惑
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、日
本
流
を
無
理
に
貫
こ
う

と
せ
ず
、米
国
流
の
や
り
方
を
理
解
し『
郷
に
入
っ
て
は

郷
に
従
え
』の
精
神
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。一
方
で
、必
要
な
指
示
や
確
認
は
で
き
る
だ
け
明
確

に
し
、同
社
の
掲
げ
る「
高
品
質
、高
付
加
価
値
の
追

求
」を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。同
支
店
訪
問
時
に
ご
案
内

し
て
い
た
だ
い
た
オ
フ
ィ
ス
と
倉
庫
で
は
、従
業
員
の

方
々
が
に
こ
や
か
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
等
、と
て
も

雰
囲
気
が
よ
く
、待
鳥
支
店
長
を
中
心
と
し
た
一
体
感

を
感
じ
ま
し
た
。

　
世
界
中
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
せ
た
同
社
の
物

流
サ
ー
ビ
ス
が
、既
に
海
外
と
取
引
が
あ
る
企
業
、ま
た

今
後
海
外
進
出
を
検
討
さ
れ
て
い
る
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

よ
り
力
強
く
支
え
て
い
か
れ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
久
保
田 

雅
人
）

2
0
1
2
年
4
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
を
務
め

る
待
鳥
支
店
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
同
支
店
は
、航
空・海
上
貨
物
を
主
に
取
り
扱
っ
て
お

り
、大
別
す
る
と
、輸
出
、輸
入
、輸
入
通
関
、営
業
の
４

部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、併
設
の
倉
庫
で
は

ク
ロ
ス
ド
ッ
ク（
入
荷
し
た
貨
物
を
保
管
す
る
こ
と
な

く
、す
ぐ
に
航
空
会
社
、荷
主
へ
出
荷
で
き
る
よ
う
に
手

配
す
る
こ
と
）、在
庫
管
理
業
務
も
行
っ
て
お
り
、国
際

物
流
に
必
要
な
要
素
を
全
て
兼
ね
備
え
た
体
制
で
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
お
客
様
は
日
本
企
業
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、東

南
ア
ジ
ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、南
米
と
全
世
界
に
広
が
っ
て
お

り
、検
査
機
器
、医
療
機
器
、電
子
機
器
、半
導
体
関
連

部
品
、機
械
部
品
、自
動
車
関
連
部
品
、飲
食
料
品
等

さ
ま
ざ
ま
な
貨
物
の
輸
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。国
際
物
流

事
業
本
部
の
持
つ
海
外
拠
点
は
世
界
24
ヶ
国
、約
90
都

市
を
カ
バ
ー
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、お
客
様
の

物
流
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
、物
流
コ
ス
ト
削
減
の
圧
力
が
各

社
で
高
ま
る
と
と
も
に
、新
た
な
契
約
先
競
争
入
札
に
お

い
て
も
年
々
価
格
が
抑
制
さ
れ
る
等
、競
争
は
激
化
し
て

い
ま
す
が
、同
社
で
は
営
業
担
当
者
の
増
員
に
加
え
、高

付
加
価
値
の
提
案
に
よ
り
収
益
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
待
鳥
支
店
長
が
就
任
さ
れ
た
当
初
は
、受
注
し
た
業

務
を
高
い
品
質
で
納
期
通
り
に
完
了
さ
せ
る
よ
う
、ま

ず
は
業
務
運
営
面
の
強
化
に
注
力
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ

に
大
型
ハ
リ
ケ
ー
ン〝
サ
ン
デ
ィ
〞が
襲
来
し
、事
務
所
・

倉
庫
が
洪
水
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。支
店
の
機
能
が
麻

痺
し
、自
宅
も
1
週
間
停
電
が
続
く
不
便
な
生
活
の
中

で
し
た
が
、「
貨
物
が
動
い
て
い
る
以
上
、我
々
が
止
ま
る

訳
に
は
い
か
な
い
」と
待
鳥
支
店
長
が
奮
い
立
ち
、ニュ
ー

ヨ
ー
ク
に
近
い
ボ
ス
ト
ン
や
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
拠
点
を
利

用
し
て
、支
店
一
丸
と
な
っ
て
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と

　N
N
R G

lobal Logistics U
SA
 Inc.（

以
下
、

同
社
）は
、西
日
本
鉄
道
株
式
会
社 

国
際
物
流
事
業
本

部
の
最
初
の
海
外
現
地
法
人
と
し
て
1
9
7
1
年
に
イ

リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ（
本
社
）に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、米
国
主
要
都
市
へ
支
店
展
開
を
行
い
、現
在
米
国
内

18
ヶ
所
の
拠
点
で
国
際
物
流
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店（
以
下
、同
支
店
）は
1
9
7
4

年
に
開
設
さ
れ
、現
在
は
、日
本
か
ら
の
駐
在
員
４
名
を

含
む
31
名
の
方
々
が
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。オ
フ
ィ
ス
は

業
務
上
の
利
便
性
が
高
いJohn F. K

ennedy 

空
港

近
郊
に
構
え
て
お
り
、マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
車
で
30
分
程

で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
今
回
は
駐
米
9
年
で
、

西
日
本
鉄
道
株
式
会
社

国
際
物
流
事
業
本
部

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
営
業
部
の

お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介
で
す
。

住 所
T E L
F A X

《New York支店》
Hook Creek Blvd. & 145th Avenue,Unit C-1A, Valley Stream, NY 11581
+1-516-561-5010
+1-516-561-5015

：
：
：

親 会 社
住 所

T E L

西日本鉄道株式会社
福岡市中央区天神一丁目11番17号

03-4332-5020

：
：

：

国際物流事業本部 ： 東京都中央区日本橋本石町四丁目4番20号
　　　　　　　　　三井第二別館７・８階

《Chicago本社》
NNR Global Logistics USA Inc.現地法人：

住 所
T E L
F A X

450 East Devon St., Suite 260 Itasca, IL 60143
+1-630-773-1490
+1-630-773-1442

：
：
：

海 外
進 出
最 前 線

New York Representative Officeは
じ
め
に

困
難
を
乗
り
越
え
て

最
後
に

事
業
の
概
要

▲右側が待鳥支店長
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▲設計部の皆さん。現地大学の機械系・電気系学科を卒業した人員が中心で、平均年齢27歳の若い組織。

▲深圳で施工された汚水の再利用設備。900トン／日程度の処理能力を有する。

外
の
地
域
か
ら
の
引
き
合
い
も
出
始
め
て
お
り
、現
在
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
も
進
行
中
で
す
。今

後
も
需
要
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
進
出

も
検
討
し
て
お
ら
れ
、日
本・中
国・東
南
ア
ジ
ア
各
地
で

の
需
要
の
取
り
込
み
と
、各
拠
点
を
結
ん
で
の
事
業
最

適
化
を
図
る
戦
略
を
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、将
来

ま
す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
菅 

大
輔
）

　
今
回
は
、協
和
機
電
工
株
式
会
社
の
子
会
社
で
深
圳

に
拠
点
を
置
く「
協
和
環
保
科
技（
深
圳
）有
限
公
司
」

の
た
か
ひ
ら

高
比
良
総
経
理
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
公
共
事
業
は
年
度
末
に
集
中
す
る
た
め
、以

前
か
ら
設
計
作
業
負
荷
の
集
中
回
避
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
両
立
、さ
ら
に
リ
ー
ド
タ
イ
ム（
受
注
か
ら
納
入
ま
で

の
期
間
）短
縮
に
頭
を
悩
ま
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。そ
の

よ
う
な
中
で
、広
東
省
を
中
心
と
し
た
中
国
で
は
、日
系

を
含
む
外
資
企
業
の
進
出
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
お
り
、現

地
で
の
水
処
理
事
業
の
需
要
拡
大
も
感
じ
ら
れ
る
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、国
内
事
業
の
課
題
解
決
な

ら
び
に
海
外
に
お
け
る
水
処
理
事
業
の
展
開
を
見
据

え
、2
0
0
3
年
に
深
圳
市
の
日
系
工
業
団
地
へ
の
進

出
を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、協
和
環
保
科
技（
深
圳
）有
限
公
司
は
現
在

の
場
所
に
移
転
し
、今
で
は
日
本
人
3
名
、現
地
ス
タ
ッ

フ
47
名
の
50
名
を
抱
え
る
ま
で
に
事
業
を
拡
大
さ
れ
て

い
ま
す
。設
計
部
で
は
主
に
日
本
に
お
け
る
水
処
理
関

連
施
設
の
機
械
・
電
気
設
計
図
面
作
成
を
受
託
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
工
程
部（
工
事
施
工
）で
は
、最
近
、深
圳

市
環
境
局
の
廃
水
等
に
関
す
る
環
境
工
程
技
術
ラ
イ
セ

ン
ス
を
正
式
に
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、広
東
省
を
中
心

に
製
造
業
者
に
対
す
る
水
処
理
関
連
施
設
の
施
工・
維

持
管
理
業
務
を
拡
大
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
近
年
は
中
国
の
人
件
費
上
昇
が
顕
著
で
す
が
、こ
れ

ま
で
同
様
、作
業
工
程
の
短
縮
な
ど
を
通
じ
て
、工
数
単

価（
作
業
量
あ
た
り
の
単
価
）を
低
く
維
持
す
る
こ
と
に

努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
海
水
淡
水
化
を
含
む
水
処
理
施
設
需
要
は
、中
国
以

　
協
和
機
電
工
業
株
式
会
社
は
、上
下
水
道
等
、水
処

理
分
野
を
中
心
と
し
た
設
備
の
設
計・施
工
と
、こ
れ
を

制
御
す
る
電
気
制
御
盤
等
の
技
術
を
中
心
と
し
て
発
展

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。1
9
4
8
年
の
創
業
以
来
培
っ
て

き
た
こ
れ
ら
の
技
術
を
応
用
し
、現
在
で
は
産
業
機
器

分
野
へ
も
事
業
範
囲
を
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。代
表
的
な

施
工
施
設
で
あ
る
、福
岡
市
の
海
水
淡
水
化
施
設「
ま
み

ず
ピ
ア
」（
05
年
竣
工
）は
、そ
の
設
計・施
工
技
術
が
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。以
降
、

九
州
域
内
に
加
え
て
、東
京・名
古
屋・大
阪
と
い
っ
た
大

都
市
圏
を
含
む
日
本
全
国
か
ら
の
引
き
合
い
が
増
え
、

カ
バ
ー
エ
リ
ア
は
日
本
全
国
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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電
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の
お
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引
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ご
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で
す
。
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▲設計部の皆さん。現地大学の機械系・電気系学科を卒業した人員が中心で、平均年齢27歳の若い組織。

▲深圳で施工された汚水の再利用設備。900トン／日程度の処理能力を有する。

外
の
地
域
か
ら
の
引
き
合
い
も
出
始
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て
お
り
、現
在
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
も
進
行
中
で
す
。今

後
も
需
要
が
見
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る
こ
と
か
ら
イ
ン
ド
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ア
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れ
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ジ
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各
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れ
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香
港
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在
員
事
務
所
　
菅 

大
輔
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司
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。
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と
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ド
タ
イ
ム（
受
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入
ま
で

の
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縮
に
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悩
ま
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て
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ま
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た
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の

よ
う
な
中
で
、広
東
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を
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と
し
た
中
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で
は
、日
系

を
含
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企
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の
進
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ッ
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が
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で
の
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。
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の
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に
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の
日
系
工
業
団
地
へ
の
進
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深
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司
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に
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し
、今
で
は
日
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3
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ス
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47
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の
50
名
を
抱
え
る
ま
で
に
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を
拡
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さ
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て

い
ま
す
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で
は
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に
日
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に
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関

連
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の
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・
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気
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計
図
面
作
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を
受
託
さ
れ
て
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す
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工
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局
の
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等
に
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る
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工
程
技
術
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を
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取
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た
こ
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、広
東
省
を
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に
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に
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る
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連
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の
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持
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を
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。

　
近
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は
中
国
の
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上
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が
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で
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が
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で
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業
工
程
の
短
縮
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ど
を
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、工
数
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作
業
量
あ
た
り
の
単
価
）を
低
く
維
持
す
る
こ
と
に

努
め
て
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れ
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す
。
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淡
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を
含
む
水
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需
要
は
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工
業
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式
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下
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と
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の
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工
と
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を
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御
す
る
電
気
制
御
盤
等
の
技
術
を
中
心
と
し
て
発
展

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。1
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4
8
年
の
創
業
以
来
培
っ
て

き
た
こ
れ
ら
の
技
術
を
応
用
し
、現
在
で
は
産
業
機
器

分
野
へ
も
事
業
範
囲
を
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。代
表
的
な

施
工
施
設
で
あ
る
、福
岡
市
の
海
水
淡
水
化
施
設「
ま
み

ず
ピ
ア
」（
05
年
竣
工
）は
、そ
の
設
計・施
工
技
術
が
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。以
降
、

九
州
域
内
に
加
え
て
、東
京・名
古
屋・大
阪
と
い
っ
た
大

都
市
圏
を
含
む
日
本
全
国
か
ら
の
引
き
合
い
が
増
え
、

カ
バ
ー
エ
リ
ア
は
日
本
全
国
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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工
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社
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シ
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）有
限
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司
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い
る
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和
銀
行
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止
支
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福
岡
銀
行
長
崎
支
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の
お
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の
ご
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介
で
す
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A
S
E
A
N
の
新
興
国  

カ
ン
ボ
ジ
ア

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Bangkok Representative Office　
昨
今
、「
中
国
の
次
の
ア
ジ
ア
」

と
し
て
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）、イ
ン
ド
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
各
国
が
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。特
に
A
S
E
A
N
10
ヵ

国
は
、合
計
の
人
口
が
6
億
人
を

超
え
、全
体
的
に
労
働
力
が
安
価

で
若
年
層
が
多
く
、今
後
、高
い
経

済
成
長
率
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、2
0
1
5
年
末
に
は

A
S
E
A
N
経
済
共
同
体

（
A
E
C
）の
創
設
が
予
定
さ
れ
、

流
通
し
、高
度
に
ド
ル
化
さ
れ
た
経

済
と
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、金

融
機
関
で
の
米
ド
ル
建
て
預
金
の

金
利
は
5.
0
％
が
提
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
言
え
ば
、世
界
遺

産
で
あ
る「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」を

連
想
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。国
旗
に
も
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
描
か
れ
て
お
り
、ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
が
こ
の
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、か
つ
国
を
支
え
る
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す（
観

光
業
は
G
D
P
の
14
％
を
占
め

る
）。ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
、首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
北
西
2
5
0
㎞
に
あ

る
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
と
い
う
人
口
20

万
人
弱
の
都
市
の
近
郊
に
あ
り
ま

す
。12
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
ヒ

ン
ズ
ー
教
の
宗
教
建
築
で
、当
時
隆

盛
を
誇
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
王
、

ス
ー
ル
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
2
世
が
30
年

を
超
え
る
月
日
を
費
や
し
て
建
立

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
で
は

世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
世

界
遺
産
で
す
が
、そ
の
存
在
が
世

界
に
知
ら
れ
た
の
は
僅
か
1
5
0

年
前
の
こ
と
で
す
。日
本
政
府
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
復
興
支
援
の
一
環
と

し
て
、1
9
9
4
年
以
降
ア
ン
コ
ー

ル
遺
跡
群
の
保
存
修
復
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
も
あ
っ

て
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
中
心
に
海

外
か
ら
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
者
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、昨
年
は
約

3
6
0
万
人
の
外
国
人
観
光
客
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
ま
し
た（
参

考
：
来
日
外
国
人
観
光
客
は
年
間

約
8
4
0
万
人
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、1
9
7
0
年
代

に
国
民
の
大
量
虐
殺（
当
時
の
国
民

の
4
分
の
1
を
粛
清
し
た
と
言
わ

れ
る
）を
行
っ
た
ポ
ル・ポ
ト
政
権
の

崩
壊
以
降
も
、長
引
く
内
戦
の
影

響
で
経
済
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た

が
、1
9
9
9
年
の
A
S
E
A
N

加
盟
以
降
、急
速
な
経
済
発
展
が

続
い
て
い
ま
す
。A
S
E
A
N
加
盟

後
か
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

2
0
0
7
年
ま
で
の
9
年
間
の
平

均
G
D
P
成
長
率
は
9
％
を
超

え
、A
S
E
A
N
10
ヵ
国
の
中
で
最

高
の
成
長
率
で
し
た（
こ
の
成
長
率

は
、日
本
の
高
度
成
長
期
に
匹
敵
）。

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
2
0
0
8

年
は
6.
7
％
、2
0
0
9
年
は

0.
1
％
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、

2
0
1
0
年
は
6.
0
％
、

2
0
1
1
年
は
7.
1
％
、

2
0
1
2
年
は
7.
3
％
と
高
度

成
長
軌
道
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
る
と
、

2
0
1
3
年
度
以
降
の
経
済
成
長

率
は
7.
0
％
程
度
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
外
国
資
本
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
に
よ
る
成
長
プ

ラ
ン
を
描
い
て
お
り
、具
体
的
に
は

経
済
特
別
区
の
整
備
や
、外
資

1
0
0
％
で
の
法
人
設
立
が
可
能

な
点（
一
部
の
業
種
を
除
く
）等
が

そ
の
代
表
例
で
す
。外
資
系
企
業

の
誘
致
に
積
極
的
な
タ
イ
や
ベ
ト
ナ

域
内
10
ヵ
国
で
の
関
税
撤
廃
等
を

目
指
し
て
い
ま
す（
現
在
、ブ
ル
ネ

イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ

の
6
ヵ
国
で
は
、ほ
ぼ
全
て
の
品
目

で
関
税
撤
廃
済
み
）。実
現
す
れ
ば

広
域
か
つ
効
率
的
な
生
産
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、今
以
上
に
製
造
拠
点

と
し
て
の
関
心
が
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。加
え
て
、日
本
か
ら
の

長
年
の
経
済
支
援
を
背
景
と
し
て

育
ま
れ
た
親
日
的
な
国
が
多
い
点

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
今
回
は
、そ
の
A
S
E
A
N
の
中

で
も
注
目
度
の
高
い「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」

に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
正
式
名
称
を「
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
国
」と
い
い
、東
部
は
ベ

ト
ナ
ム
、西
部
は
タ
イ
、北
部
は
ラ

オ
ス
と
国
境
を
接
し
、南
部
の
タ
イ

ラ
ン
ド
湾
か
ら
南
シ
ナ
海
へ
と
出
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。面
積
は
18
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
日
本
の
約
2

分
の
1
）で
、人
口
は
約
1
，4
5
0

万
人
、首
都
は
プ
ノ
ン
ペ
ン（
人

口
：
約
1
5
0
万
人
）で
す
。民
族

は
ク
メ
ー
ル
族
が
約
90
％
を
占
め
、

約
97
％
の
人
が
仏
教
徒
、公
用
語

は
96
％
の
人
が
話
す
ク
メ
ー
ル
語

で
す
。気
候
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気

候
で
、タ
イ
と
同
じ
く
雨
季
と
乾

季
が
存
在
し
ま
す
。国
の
通
貨
は
リ

エ
ル（
1
円

≒

40
リ
エ
ル
）で
す
が
、

市
中
に
流
通
す
る
現
金
の
90
％
以

上
が
米
ド
ル
、預
金
の
97
％
が
米
ド

ル
建
て
と
、一
般
的
に
は
米
ド
ル
が

ム
で
さ
え
も
、第
一
次
産
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
へ
の
参
入
は
、自
国
企
業
を

脅
か
す
存
在
と
し
て
多
く
の
規
制

が
あ
る
一
方
で
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

1
0
0
％
外
資
に
よ
る
法
人
設
立

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
背
景

に
は
、内
戦
に
よ
り
農
業
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
国
内
産
業
が
壊
滅
的
な
状

態
と
な
っ
た
苦
難
の
歴
史
が
あ
り
、

復
興
に
向
け
て
外
資
の
力
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
す
。海
外
送
金
に

つ
い
て
も
制
限
が
な
く
、配
当
金
や

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー（
権
利
使
用
料
）

を
自
由
に
国
外
に
送
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。ま
た
、外
資
系
企
業
誘
致

の
た
め
、通
常
20
％
か
か
る
法
人
税

が
最
長
9
年
間
免
税
さ
れ
る
と

い
っ
た
投
資
優
遇
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、ま
さ
に「
投
資
自
由

国
」と
言
え
ま
す
。

　
近
年
、中
国
・タ
イ・ベ
ト
ナ
ム
の

人
件
費
上
昇
を
受
け
て
、よ
り
安

価
な
労
働
力（
30
歳
以
下
の
労
働

人
口
は
4
8
0
万
人
お
り
、今
後

も
増
加
の
見
込
み
）を
求
め
て
カ
ン

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
、プ
ノ
ン
ペ

ン
は「
南
部
経
済
回
廊
」の
中
間
に

位
置
し
、経
済
発
展
が
特
に
著
し

く
、カ
ン
ボ
ジ
ア
G
D
P
の
60
％
を

こ
の
都
市
が
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
街
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
の
富
裕

層
が
集
ま
り
、一
部
で
は
世
帯
所
得

が
5
，0
0
0
米
ド
ル
を
超
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
一
般
世
帯
の
所
得
は
約
2
，

0
0
0
米
ド
ル
、農
村
部
で
は
約

1
，0
0
0
米
ド
ル
）。街
に
は
近
代

的
な
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、お
洒
落

な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
が

進
む
一
方
で
、路
地
裏
に
は
屋
台
が

並
ぶ
東
南
ア
ジ
ア
特
有
の
風
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。熱
気
と
活
気
が

渦
巻
く
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
コ

ン
パ
ク
ト
版
と
い
う
感
じ
で
す
。来

年
2
0
1
4
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル

に
は
、日
本
か
ら
30
以
上
の
テ
ナ
ン

ト
が
誘
致
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、建
物
は
ほ
ぼ
完
成
し
、今
後
は

内
装
等
工
事
に
入
る
と
い
う
様
子

で
し
た
。

　
日
本
で
は
、報
道
等
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
が「
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」と

し
て
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、現
実
と
し
て
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ

の
進
出
は
限
定
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。今
回
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
訪
問
で
、

イ
ン
フ
ラ
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

整
備
の
面
で
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
よ
り
も
数
年
は
先
行

し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。電
力

不
足
等
の
課
題
が
あ
る
と
は
い
え
、

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
大
手
製
造
業

向
け
の
部
品
供
給
基
地
と
し
て

「
タ
イ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」、「
ネ
ク
ス
ト

ベ
ト
ナ
ム
」を
検
討
す
る
上
に
お
い

て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
は
十
分
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、魅
力
的
な
国
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
貞
方 

泰
徳
）

ボ
ジ
ア
に
進
出
す
る
日
系
企
業
が

目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。現
在
、日

本
商
工
会
の
登
録
企
業
数
は

1
5
0
社
、在
留
邦
人
は
約
1
，

5
0
0
名
と
な
っ
て
い
ま
す（
参

考
：
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
60
社
、6
0
0

名
／
タ
イ
は
1
，5
0
0
社
、

5
0
，0
0
0
名
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、ベ
ト
ナ
ム
と
タ

イ
と
い
う
日
系
企
業
が
集
積
を
高

め
て
い
る
国
に
挟
ま
れ
た
、抜
群
の

場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。ベ
ト
ナ

ム（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）〜
カ
ン
ボ
ジ
ア

（
プ
ノ
ン
ペ
ン
）〜
タ
イ（
バ
ン
コ
ク
）

を
結
ぶ
ル
ー
ト
は「
南
部
経
済
回

廊
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
南
部
を
横
断
す
る
国
際
物

流
網
と
し
て
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
中
央
を
こ

の「
南
部
経
済
回
廊
」が
横
断
し
、

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
か

ら
2
3
0
㎞
、バ
ン
コ
ク
か
ら
は

5
4
0
㎞
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
工
場
は

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
部
品
製
造
基

地
、い
わ
ゆ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、労
働
集
約
型
部
品
産
業
の
立

地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、現

在
進
出
し
て
い
る
企
業
を
見
る
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
生
産
し
た
部
品
を
バ

ン
コ
ク
周
辺
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
周
辺
の

親
工
場
に
納
品
す
る
ス
キ
ー
ム
が

最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
進
出
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
の「
南
部
経
済
回
廊
」

を
、プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国

境
ま
で
車
で
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
の
安
定
的
な

走
行
が
可
能
で
あ
り
、道
路
は
ほ

ぼ
全
区
間
で
舗
装
が
完
了
し
て
い

ま
し
た
。途
中
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ネ

ア
ッ
ク
ル
ン
と
い
う
街
で
メ
コ
ン
川

に
遮
ら
れ
、一
部
フ
ェ
リ
ー
利
用
と

な
り
ま
す
が
、こ
こ
に
橋
が
架
か
る

と
経
済
回
廊
は
完
成
し
、3
国
間

の
物
流
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、

車
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
ま

で
10
時
間
、ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
5
時

間
で
移
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
橋
梁
工
事
は
日
本
の

O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）で
進

め
ら
れ
て
お
り
、2
0
1
5
年
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。「
ア
ジ
ア
大

動
脈
構
想
」の
中
核
の
一
つ
で
あ

る「
南
部
経
済
回
廊
」は
、カ
ン
ボ

ジ
ア
は
勿
論
、イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に

進
出
す
る
日
系
企
業
に
も
大
き
な

好
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

は
じ
め
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
と

「
南
部
経
済
回
廊
」

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
と

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

▲開発が進む経済特区の工業団地

▲プノンペン市内の銀行での預金金利提示

Bangkok
バンコク駐在員事務所

（バンコク駐在員事務所）
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A
S
E
A
N
の
新
興
国  

カ
ン
ボ
ジ
ア

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Bangkok Representative Office　
昨
今
、「
中
国
の
次
の
ア
ジ
ア
」

と
し
て
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）、イ
ン
ド
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
各
国
が
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。特
に
A
S
E
A
N
10
ヵ

国
は
、合
計
の
人
口
が
6
億
人
を

超
え
、全
体
的
に
労
働
力
が
安
価

で
若
年
層
が
多
く
、今
後
、高
い
経

済
成
長
率
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、2
0
1
5
年
末
に
は

A
S
E
A
N
経
済
共
同
体

（
A
E
C
）の
創
設
が
予
定
さ
れ
、

流
通
し
、高
度
に
ド
ル
化
さ
れ
た
経

済
と
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、金

融
機
関
で
の
米
ド
ル
建
て
預
金
の

金
利
は
5.
0
％
が
提
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
言
え
ば
、世
界
遺

産
で
あ
る「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」を

連
想
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。国
旗
に
も
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
描
か
れ
て
お
り
、ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
が
こ
の
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、か
つ
国
を
支
え
る
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す（
観

光
業
は
G
D
P
の
14
％
を
占
め

る
）。ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
、首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
北
西
2
5
0
㎞
に
あ

る
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
と
い
う
人
口
20

万
人
弱
の
都
市
の
近
郊
に
あ
り
ま

す
。12
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
ヒ

ン
ズ
ー
教
の
宗
教
建
築
で
、当
時
隆

盛
を
誇
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
王
、

ス
ー
ル
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
2
世
が
30
年

を
超
え
る
月
日
を
費
や
し
て
建
立

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
で
は

世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
世

界
遺
産
で
す
が
、そ
の
存
在
が
世

界
に
知
ら
れ
た
の
は
僅
か
1
5
0

年
前
の
こ
と
で
す
。日
本
政
府
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
復
興
支
援
の
一
環
と

し
て
、1
9
9
4
年
以
降
ア
ン
コ
ー

ル
遺
跡
群
の
保
存
修
復
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
も
あ
っ

て
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
中
心
に
海

外
か
ら
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
者
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、昨
年
は
約

3
6
0
万
人
の
外
国
人
観
光
客
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
ま
し
た（
参

考
：
来
日
外
国
人
観
光
客
は
年
間

約
8
4
0
万
人
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、1
9
7
0
年
代

に
国
民
の
大
量
虐
殺（
当
時
の
国
民

の
4
分
の
1
を
粛
清
し
た
と
言
わ

れ
る
）を
行
っ
た
ポ
ル・ポ
ト
政
権
の

崩
壊
以
降
も
、長
引
く
内
戦
の
影

響
で
経
済
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た

が
、1
9
9
9
年
の
A
S
E
A
N

加
盟
以
降
、急
速
な
経
済
発
展
が

続
い
て
い
ま
す
。A
S
E
A
N
加
盟

後
か
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

2
0
0
7
年
ま
で
の
9
年
間
の
平

均
G
D
P
成
長
率
は
9
％
を
超

え
、A
S
E
A
N
10
ヵ
国
の
中
で
最

高
の
成
長
率
で
し
た（
こ
の
成
長
率

は
、日
本
の
高
度
成
長
期
に
匹
敵
）。

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
2
0
0
8

年
は
6.
7
％
、2
0
0
9
年
は

0.
1
％
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、

2
0
1
0
年
は
6.
0
％
、

2
0
1
1
年
は
7.
1
％
、

2
0
1
2
年
は
7.
3
％
と
高
度

成
長
軌
道
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
る
と
、

2
0
1
3
年
度
以
降
の
経
済
成
長

率
は
7.
0
％
程
度
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
外
国
資
本
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
に
よ
る
成
長
プ

ラ
ン
を
描
い
て
お
り
、具
体
的
に
は

経
済
特
別
区
の
整
備
や
、外
資

1
0
0
％
で
の
法
人
設
立
が
可
能

な
点（
一
部
の
業
種
を
除
く
）等
が

そ
の
代
表
例
で
す
。外
資
系
企
業

の
誘
致
に
積
極
的
な
タ
イ
や
ベ
ト
ナ

域
内
10
ヵ
国
で
の
関
税
撤
廃
等
を

目
指
し
て
い
ま
す（
現
在
、ブ
ル
ネ

イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ

の
6
ヵ
国
で
は
、ほ
ぼ
全
て
の
品
目

で
関
税
撤
廃
済
み
）。実
現
す
れ
ば

広
域
か
つ
効
率
的
な
生
産
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、今
以
上
に
製
造
拠
点

と
し
て
の
関
心
が
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。加
え
て
、日
本
か
ら
の

長
年
の
経
済
支
援
を
背
景
と
し
て

育
ま
れ
た
親
日
的
な
国
が
多
い
点

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
今
回
は
、そ
の
A
S
E
A
N
の
中

で
も
注
目
度
の
高
い「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」

に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
正
式
名
称
を「
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
国
」と
い
い
、東
部
は
ベ

ト
ナ
ム
、西
部
は
タ
イ
、北
部
は
ラ

オ
ス
と
国
境
を
接
し
、南
部
の
タ
イ

ラ
ン
ド
湾
か
ら
南
シ
ナ
海
へ
と
出
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。面
積
は
18
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
日
本
の
約
2

分
の
1
）で
、人
口
は
約
1
，4
5
0

万
人
、首
都
は
プ
ノ
ン
ペ
ン（
人

口
：
約
1
5
0
万
人
）で
す
。民
族

は
ク
メ
ー
ル
族
が
約
90
％
を
占
め
、

約
97
％
の
人
が
仏
教
徒
、公
用
語

は
96
％
の
人
が
話
す
ク
メ
ー
ル
語

で
す
。気
候
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気

候
で
、タ
イ
と
同
じ
く
雨
季
と
乾

季
が
存
在
し
ま
す
。国
の
通
貨
は
リ

エ
ル（
1
円

≒

40
リ
エ
ル
）で
す
が
、

市
中
に
流
通
す
る
現
金
の
90
％
以

上
が
米
ド
ル
、預
金
の
97
％
が
米
ド

ル
建
て
と
、一
般
的
に
は
米
ド
ル
が

ム
で
さ
え
も
、第
一
次
産
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
へ
の
参
入
は
、自
国
企
業
を

脅
か
す
存
在
と
し
て
多
く
の
規
制

が
あ
る
一
方
で
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

1
0
0
％
外
資
に
よ
る
法
人
設
立

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
背
景

に
は
、内
戦
に
よ
り
農
業
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
国
内
産
業
が
壊
滅
的
な
状

態
と
な
っ
た
苦
難
の
歴
史
が
あ
り
、

復
興
に
向
け
て
外
資
の
力
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
す
。海
外
送
金
に

つ
い
て
も
制
限
が
な
く
、配
当
金
や

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー（
権
利
使
用
料
）

を
自
由
に
国
外
に
送
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。ま
た
、外
資
系
企
業
誘
致

の
た
め
、通
常
20
％
か
か
る
法
人
税

が
最
長
9
年
間
免
税
さ
れ
る
と

い
っ
た
投
資
優
遇
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、ま
さ
に「
投
資
自
由

国
」と
言
え
ま
す
。

　
近
年
、中
国
・タ
イ・ベ
ト
ナ
ム
の

人
件
費
上
昇
を
受
け
て
、よ
り
安

価
な
労
働
力（
30
歳
以
下
の
労
働

人
口
は
4
8
0
万
人
お
り
、今
後

も
増
加
の
見
込
み
）を
求
め
て
カ
ン

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
、プ
ノ
ン
ペ

ン
は「
南
部
経
済
回
廊
」の
中
間
に

位
置
し
、経
済
発
展
が
特
に
著
し

く
、カ
ン
ボ
ジ
ア
G
D
P
の
60
％
を

こ
の
都
市
が
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
街
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
の
富
裕

層
が
集
ま
り
、一
部
で
は
世
帯
所
得

が
5
，0
0
0
米
ド
ル
を
超
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
一
般
世
帯
の
所
得
は
約
2
，

0
0
0
米
ド
ル
、農
村
部
で
は
約

1
，0
0
0
米
ド
ル
）。街
に
は
近
代

的
な
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、お
洒
落

な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
が

進
む
一
方
で
、路
地
裏
に
は
屋
台
が

並
ぶ
東
南
ア
ジ
ア
特
有
の
風
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。熱
気
と
活
気
が

渦
巻
く
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
コ

ン
パ
ク
ト
版
と
い
う
感
じ
で
す
。来

年
2
0
1
4
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル

に
は
、日
本
か
ら
30
以
上
の
テ
ナ
ン

ト
が
誘
致
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、建
物
は
ほ
ぼ
完
成
し
、今
後
は

内
装
等
工
事
に
入
る
と
い
う
様
子

で
し
た
。

　
日
本
で
は
、報
道
等
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
が「
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」と

し
て
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、現
実
と
し
て
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ

の
進
出
は
限
定
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。今
回
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
訪
問
で
、

イ
ン
フ
ラ
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

整
備
の
面
で
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
よ
り
も
数
年
は
先
行

し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。電
力

不
足
等
の
課
題
が
あ
る
と
は
い
え
、

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
大
手
製
造
業

向
け
の
部
品
供
給
基
地
と
し
て

「
タ
イ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」、「
ネ
ク
ス
ト

ベ
ト
ナ
ム
」を
検
討
す
る
上
に
お
い

て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
は
十
分
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、魅
力
的
な
国
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
貞
方 

泰
徳
）

ボ
ジ
ア
に
進
出
す
る
日
系
企
業
が

目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。現
在
、日

本
商
工
会
の
登
録
企
業
数
は

1
5
0
社
、在
留
邦
人
は
約
1
，

5
0
0
名
と
な
っ
て
い
ま
す（
参

考
：
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
60
社
、6
0
0

名
／
タ
イ
は
1
，5
0
0
社
、

5
0
，0
0
0
名
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、ベ
ト
ナ
ム
と
タ

イ
と
い
う
日
系
企
業
が
集
積
を
高

め
て
い
る
国
に
挟
ま
れ
た
、抜
群
の

場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。ベ
ト
ナ

ム（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）〜
カ
ン
ボ
ジ
ア

（
プ
ノ
ン
ペ
ン
）〜
タ
イ（
バ
ン
コ
ク
）

を
結
ぶ
ル
ー
ト
は「
南
部
経
済
回

廊
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
南
部
を
横
断
す
る
国
際
物

流
網
と
し
て
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
中
央
を
こ

の「
南
部
経
済
回
廊
」が
横
断
し
、

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
か

ら
2
3
0
㎞
、バ
ン
コ
ク
か
ら
は

5
4
0
㎞
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
工
場
は

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
部
品
製
造
基

地
、い
わ
ゆ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、労
働
集
約
型
部
品
産
業
の
立

地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、現

在
進
出
し
て
い
る
企
業
を
見
る
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
生
産
し
た
部
品
を
バ

ン
コ
ク
周
辺
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
周
辺
の

親
工
場
に
納
品
す
る
ス
キ
ー
ム
が

最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
進
出
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
の「
南
部
経
済
回
廊
」

を
、プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国

境
ま
で
車
で
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
の
安
定
的
な

走
行
が
可
能
で
あ
り
、道
路
は
ほ

ぼ
全
区
間
で
舗
装
が
完
了
し
て
い

ま
し
た
。途
中
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ネ

ア
ッ
ク
ル
ン
と
い
う
街
で
メ
コ
ン
川

に
遮
ら
れ
、一
部
フ
ェ
リ
ー
利
用
と

な
り
ま
す
が
、こ
こ
に
橋
が
架
か
る

と
経
済
回
廊
は
完
成
し
、3
国
間

の
物
流
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、

車
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
ま

で
10
時
間
、ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
5
時

間
で
移
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
橋
梁
工
事
は
日
本
の

O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）で
進

め
ら
れ
て
お
り
、2
0
1
5
年
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。「
ア
ジ
ア
大

動
脈
構
想
」の
中
核
の
一
つ
で
あ

る「
南
部
経
済
回
廊
」は
、カ
ン
ボ

ジ
ア
は
勿
論
、イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に

進
出
す
る
日
系
企
業
に
も
大
き
な

好
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

は
じ
め
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
と

「
南
部
経
済
回
廊
」

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
と

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

▲開発が進む経済特区の工業団地

▲プノンペン市内の銀行での預金金利提示

Bangkok
バンコク駐在員事務所

（バンコク駐在員事務所）
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昨
今
、「
中
国
の
次
の
ア
ジ
ア
」

と
し
て
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）、イ
ン
ド
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
各
国
が
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。特
に
A
S
E
A
N
10
ヵ

国
は
、合
計
の
人
口
が
6
億
人
を

超
え
、全
体
的
に
労
働
力
が
安
価

で
若
年
層
が
多
く
、今
後
、高
い
経

済
成
長
率
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、2
0
1
5
年
末
に
は

A
S
E
A
N
経
済
共
同
体

（
A
E
C
）の
創
設
が
予
定
さ
れ
、

流
通
し
、高
度
に
ド
ル
化
さ
れ
た
経

済
と
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、金

融
機
関
で
の
米
ド
ル
建
て
預
金
の

金
利
は
5.
0
％
が
提
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
言
え
ば
、世
界
遺

産
で
あ
る「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」を

連
想
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。国
旗
に
も
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
描
か
れ
て
お
り
、ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
が
こ
の
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、か
つ
国
を
支
え
る
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す（
観

光
業
は
G
D
P
の
14
％
を
占
め

る
）。ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
、首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
北
西
2
5
0
㎞
に
あ

る
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
と
い
う
人
口
20

万
人
弱
の
都
市
の
近
郊
に
あ
り
ま

す
。12
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
ヒ

ン
ズ
ー
教
の
宗
教
建
築
で
、当
時
隆

盛
を
誇
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
王
、

ス
ー
ル
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
2
世
が
30
年

を
超
え
る
月
日
を
費
や
し
て
建
立

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
で
は

世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
世

界
遺
産
で
す
が
、そ
の
存
在
が
世

界
に
知
ら
れ
た
の
は
僅
か
1
5
0

年
前
の
こ
と
で
す
。日
本
政
府
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
復
興
支
援
の
一
環
と

し
て
、1
9
9
4
年
以
降
ア
ン
コ
ー

ル
遺
跡
群
の
保
存
修
復
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
も
あ
っ

て
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
中
心
に
海

外
か
ら
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
者
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、昨
年
は
約

3
6
0
万
人
の
外
国
人
観
光
客
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
ま
し
た（
参

考
：
来
日
外
国
人
観
光
客
は
年
間

約
8
4
0
万
人
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、1
9
7
0
年
代

に
国
民
の
大
量
虐
殺（
当
時
の
国
民

の
4
分
の
1
を
粛
清
し
た
と
言
わ

れ
る
）を
行
っ
た
ポ
ル・ポ
ト
政
権
の

崩
壊
以
降
も
、長
引
く
内
戦
の
影

響
で
経
済
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た

が
、1
9
9
9
年
の
A
S
E
A
N

加
盟
以
降
、急
速
な
経
済
発
展
が

続
い
て
い
ま
す
。A
S
E
A
N
加
盟

後
か
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

2
0
0
7
年
ま
で
の
9
年
間
の
平

均
G
D
P
成
長
率
は
9
％
を
超

え
、A
S
E
A
N
10
ヵ
国
の
中
で
最

高
の
成
長
率
で
し
た（
こ
の
成
長
率

は
、日
本
の
高
度
成
長
期
に
匹
敵
）。

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
2
0
0
8

年
は
6.
7
％
、2
0
0
9
年
は

0.
1
％
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、

2
0
1
0
年
は
6.
0
％
、

2
0
1
1
年
は
7.
1
％
、

2
0
1
2
年
は
7.
3
％
と
高
度

成
長
軌
道
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
る
と
、

2
0
1
3
年
度
以
降
の
経
済
成
長

率
は
7.
0
％
程
度
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
外
国
資
本
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
に
よ
る
成
長
プ

ラ
ン
を
描
い
て
お
り
、具
体
的
に
は

経
済
特
別
区
の
整
備
や
、外
資

1
0
0
％
で
の
法
人
設
立
が
可
能

な
点（
一
部
の
業
種
を
除
く
）等
が

そ
の
代
表
例
で
す
。外
資
系
企
業

の
誘
致
に
積
極
的
な
タ
イ
や
ベ
ト
ナ

域
内
10
ヵ
国
で
の
関
税
撤
廃
等
を

目
指
し
て
い
ま
す（
現
在
、ブ
ル
ネ

イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ

の
6
ヵ
国
で
は
、ほ
ぼ
全
て
の
品
目

で
関
税
撤
廃
済
み
）。実
現
す
れ
ば

広
域
か
つ
効
率
的
な
生
産
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、今
以
上
に
製
造
拠
点

と
し
て
の
関
心
が
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。加
え
て
、日
本
か
ら
の

長
年
の
経
済
支
援
を
背
景
と
し
て

育
ま
れ
た
親
日
的
な
国
が
多
い
点

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
今
回
は
、そ
の
A
S
E
A
N
の
中

で
も
注
目
度
の
高
い「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」

に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
正
式
名
称
を「
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
国
」と
い
い
、東
部
は
ベ

ト
ナ
ム
、西
部
は
タ
イ
、北
部
は
ラ

オ
ス
と
国
境
を
接
し
、南
部
の
タ
イ

ラ
ン
ド
湾
か
ら
南
シ
ナ
海
へ
と
出
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。面
積
は
18
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
日
本
の
約
2

分
の
1
）で
、人
口
は
約
1
，4
5
0

万
人
、首
都
は
プ
ノ
ン
ペ
ン（
人

口
：
約
1
5
0
万
人
）で
す
。民
族

は
ク
メ
ー
ル
族
が
約
90
％
を
占
め
、

約
97
％
の
人
が
仏
教
徒
、公
用
語

は
96
％
の
人
が
話
す
ク
メ
ー
ル
語

で
す
。気
候
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気

候
で
、タ
イ
と
同
じ
く
雨
季
と
乾

季
が
存
在
し
ま
す
。国
の
通
貨
は
リ

エ
ル（
1
円

≒

40
リ
エ
ル
）で
す
が
、

市
中
に
流
通
す
る
現
金
の
90
％
以

上
が
米
ド
ル
、預
金
の
97
％
が
米
ド

ル
建
て
と
、一
般
的
に
は
米
ド
ル
が

ム
で
さ
え
も
、第
一
次
産
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
へ
の
参
入
は
、自
国
企
業
を

脅
か
す
存
在
と
し
て
多
く
の
規
制

が
あ
る
一
方
で
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

1
0
0
％
外
資
に
よ
る
法
人
設
立

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
背
景

に
は
、内
戦
に
よ
り
農
業
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
国
内
産
業
が
壊
滅
的
な
状

態
と
な
っ
た
苦
難
の
歴
史
が
あ
り
、

復
興
に
向
け
て
外
資
の
力
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
す
。海
外
送
金
に

つ
い
て
も
制
限
が
な
く
、配
当
金
や

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー（
権
利
使
用
料
）

を
自
由
に
国
外
に
送
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。ま
た
、外
資
系
企
業
誘
致

の
た
め
、通
常
20
％
か
か
る
法
人
税

が
最
長
9
年
間
免
税
さ
れ
る
と

い
っ
た
投
資
優
遇
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、ま
さ
に「
投
資
自
由

国
」と
言
え
ま
す
。

　
近
年
、中
国
・タ
イ・ベ
ト
ナ
ム
の

人
件
費
上
昇
を
受
け
て
、よ
り
安

価
な
労
働
力（
30
歳
以
下
の
労
働

人
口
は
4
8
0
万
人
お
り
、今
後

も
増
加
の
見
込
み
）を
求
め
て
カ
ン

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
、プ
ノ
ン
ペ

ン
は「
南
部
経
済
回
廊
」の
中
間
に

位
置
し
、経
済
発
展
が
特
に
著
し

く
、カ
ン
ボ
ジ
ア
G
D
P
の
60
％
を

こ
の
都
市
が
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
街
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
の
富
裕

層
が
集
ま
り
、一
部
で
は
世
帯
所
得

が
5
，0
0
0
米
ド
ル
を
超
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
一
般
世
帯
の
所
得
は
約
2
，

0
0
0
米
ド
ル
、農
村
部
で
は
約

1
，0
0
0
米
ド
ル
）。街
に
は
近
代

的
な
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、お
洒
落

な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
が

進
む
一
方
で
、路
地
裏
に
は
屋
台
が

並
ぶ
東
南
ア
ジ
ア
特
有
の
風
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。熱
気
と
活
気
が

渦
巻
く
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
コ

ン
パ
ク
ト
版
と
い
う
感
じ
で
す
。来

年
2
0
1
4
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル

に
は
、日
本
か
ら
30
以
上
の
テ
ナ
ン

ト
が
誘
致
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、建
物
は
ほ
ぼ
完
成
し
、今
後
は

内
装
等
工
事
に
入
る
と
い
う
様
子

で
し
た
。

　
日
本
で
は
、報
道
等
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
が「
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」と

し
て
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、現
実
と
し
て
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ

の
進
出
は
限
定
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。今
回
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
訪
問
で
、

イ
ン
フ
ラ
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

整
備
の
面
で
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
よ
り
も
数
年
は
先
行

し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。電
力

不
足
等
の
課
題
が
あ
る
と
は
い
え
、

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
大
手
製
造
業

向
け
の
部
品
供
給
基
地
と
し
て

「
タ
イ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」、「
ネ
ク
ス
ト

ベ
ト
ナ
ム
」を
検
討
す
る
上
に
お
い

て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
は
十
分
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、魅
力
的
な
国
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
貞
方 

泰
徳
）

ボ
ジ
ア
に
進
出
す
る
日
系
企
業
が

目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。現
在
、日

本
商
工
会
の
登
録
企
業
数
は

1
5
0
社
、在
留
邦
人
は
約
1
，

5
0
0
名
と
な
っ
て
い
ま
す（
参

考
：
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
60
社
、6
0
0

名
／
タ
イ
は
1
，5
0
0
社
、

5
0
，0
0
0
名
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、ベ
ト
ナ
ム
と
タ

イ
と
い
う
日
系
企
業
が
集
積
を
高

め
て
い
る
国
に
挟
ま
れ
た
、抜
群
の

場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。ベ
ト
ナ

ム（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）〜
カ
ン
ボ
ジ
ア

（
プ
ノ
ン
ペ
ン
）〜
タ
イ（
バ
ン
コ
ク
）

を
結
ぶ
ル
ー
ト
は「
南
部
経
済
回

廊
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
南
部
を
横
断
す
る
国
際
物

流
網
と
し
て
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
中
央
を
こ

の「
南
部
経
済
回
廊
」が
横
断
し
、

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
か

ら
2
3
0
㎞
、バ
ン
コ
ク
か
ら
は

5
4
0
㎞
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
工
場
は

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
部
品
製
造
基

地
、い
わ
ゆ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、労
働
集
約
型
部
品
産
業
の
立

地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、現

在
進
出
し
て
い
る
企
業
を
見
る
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
生
産
し
た
部
品
を
バ

ン
コ
ク
周
辺
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
周
辺
の

親
工
場
に
納
品
す
る
ス
キ
ー
ム
が

最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
進
出
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
の「
南
部
経
済
回
廊
」

を
、プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国

境
ま
で
車
で
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
の
安
定
的
な

走
行
が
可
能
で
あ
り
、道
路
は
ほ

ぼ
全
区
間
で
舗
装
が
完
了
し
て
い

ま
し
た
。途
中
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ネ

ア
ッ
ク
ル
ン
と
い
う
街
で
メ
コ
ン
川

に
遮
ら
れ
、一
部
フ
ェ
リ
ー
利
用
と

な
り
ま
す
が
、こ
こ
に
橋
が
架
か
る

と
経
済
回
廊
は
完
成
し
、3
国
間

の
物
流
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、

車
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
ま

で
10
時
間
、ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
5
時

間
で
移
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
橋
梁
工
事
は
日
本
の

O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）で
進

め
ら
れ
て
お
り
、2
0
1
5
年
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。「
ア
ジ
ア
大

動
脈
構
想
」の
中
核
の
一
つ
で
あ

る「
南
部
経
済
回
廊
」は
、カ
ン
ボ

ジ
ア
は
勿
論
、イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に

進
出
す
る
日
系
企
業
に
も
大
き
な

好
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

最
後
に

▲建築中のイオンプノンペン

▲高層ビルが建設されるプノンペン市内 ▲メコン川のフェリー乗り場▲メコン川に建設中の橋梁▲日本のODAを示す看板（メコン川の橋梁）

ミャンマー

タイ

カンボジア
ベトナム

ヤンゴン

ダウェイ

プノンペン
ホーチミン

バンコク

南部経済回廊

（バンコク駐在員事務所）
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昨
今
、「
中
国
の
次
の
ア
ジ
ア
」

と
し
て
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）、イ
ン
ド
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
各
国
が
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。特
に
A
S
E
A
N
10
ヵ

国
は
、合
計
の
人
口
が
6
億
人
を

超
え
、全
体
的
に
労
働
力
が
安
価

で
若
年
層
が
多
く
、今
後
、高
い
経

済
成
長
率
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、2
0
1
5
年
末
に
は

A
S
E
A
N
経
済
共
同
体

（
A
E
C
）の
創
設
が
予
定
さ
れ
、

流
通
し
、高
度
に
ド
ル
化
さ
れ
た
経

済
と
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、金

融
機
関
で
の
米
ド
ル
建
て
預
金
の

金
利
は
5.
0
％
が
提
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
言
え
ば
、世
界
遺

産
で
あ
る「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」を

連
想
す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。国
旗
に
も
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
描
か
れ
て
お
り
、ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
が
こ
の
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、か
つ
国
を
支
え
る
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す（
観

光
業
は
G
D
P
の
14
％
を
占
め

る
）。ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
、首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
北
西
2
5
0
㎞
に
あ

る
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
と
い
う
人
口
20

万
人
弱
の
都
市
の
近
郊
に
あ
り
ま

す
。12
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
ヒ

ン
ズ
ー
教
の
宗
教
建
築
で
、当
時
隆

盛
を
誇
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
王
、

ス
ー
ル
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
2
世
が
30
年

を
超
え
る
月
日
を
費
や
し
て
建
立

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
で
は

世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
世

界
遺
産
で
す
が
、そ
の
存
在
が
世

界
に
知
ら
れ
た
の
は
僅
か
1
5
0

年
前
の
こ
と
で
す
。日
本
政
府
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
復
興
支
援
の
一
環
と

し
て
、1
9
9
4
年
以
降
ア
ン
コ
ー

ル
遺
跡
群
の
保
存
修
復
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
も
あ
っ

て
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
中
心
に
海

外
か
ら
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
者
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、昨
年
は
約

3
6
0
万
人
の
外
国
人
観
光
客
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
ま
し
た（
参

考
：
来
日
外
国
人
観
光
客
は
年
間

約
8
4
0
万
人
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、1
9
7
0
年
代

に
国
民
の
大
量
虐
殺（
当
時
の
国
民

の
4
分
の
1
を
粛
清
し
た
と
言
わ

れ
る
）を
行
っ
た
ポ
ル・ポ
ト
政
権
の

崩
壊
以
降
も
、長
引
く
内
戦
の
影

響
で
経
済
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た

が
、1
9
9
9
年
の
A
S
E
A
N

加
盟
以
降
、急
速
な
経
済
発
展
が

続
い
て
い
ま
す
。A
S
E
A
N
加
盟

後
か
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

2
0
0
7
年
ま
で
の
9
年
間
の
平

均
G
D
P
成
長
率
は
9
％
を
超

え
、A
S
E
A
N
10
ヵ
国
の
中
で
最

高
の
成
長
率
で
し
た（
こ
の
成
長
率

は
、日
本
の
高
度
成
長
期
に
匹
敵
）。

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
後
の
2
0
0
8

年
は
6.
7
％
、2
0
0
9
年
は

0.
1
％
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、

2
0
1
0
年
は
6.
0
％
、

2
0
1
1
年
は
7.
1
％
、

2
0
1
2
年
は
7.
3
％
と
高
度

成
長
軌
道
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
る
と
、

2
0
1
3
年
度
以
降
の
経
済
成
長

率
は
7.
0
％
程
度
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
外
国
資
本
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
に
よ
る
成
長
プ

ラ
ン
を
描
い
て
お
り
、具
体
的
に
は

経
済
特
別
区
の
整
備
や
、外
資

1
0
0
％
で
の
法
人
設
立
が
可
能

な
点（
一
部
の
業
種
を
除
く
）等
が

そ
の
代
表
例
で
す
。外
資
系
企
業

の
誘
致
に
積
極
的
な
タ
イ
や
ベ
ト
ナ

域
内
10
ヵ
国
で
の
関
税
撤
廃
等
を

目
指
し
て
い
ま
す（
現
在
、ブ
ル
ネ

イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ

の
6
ヵ
国
で
は
、ほ
ぼ
全
て
の
品
目

で
関
税
撤
廃
済
み
）。実
現
す
れ
ば

広
域
か
つ
効
率
的
な
生
産
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、今
以
上
に
製
造
拠
点

と
し
て
の
関
心
が
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。加
え
て
、日
本
か
ら
の

長
年
の
経
済
支
援
を
背
景
と
し
て

育
ま
れ
た
親
日
的
な
国
が
多
い
点

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
今
回
は
、そ
の
A
S
E
A
N
の
中

で
も
注
目
度
の
高
い「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」

に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
正
式
名
称
を「
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
国
」と
い
い
、東
部
は
ベ

ト
ナ
ム
、西
部
は
タ
イ
、北
部
は
ラ

オ
ス
と
国
境
を
接
し
、南
部
の
タ
イ

ラ
ン
ド
湾
か
ら
南
シ
ナ
海
へ
と
出
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。面
積
は
18
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
日
本
の
約
2

分
の
1
）で
、人
口
は
約
1
，4
5
0

万
人
、首
都
は
プ
ノ
ン
ペ
ン（
人

口
：
約
1
5
0
万
人
）で
す
。民
族

は
ク
メ
ー
ル
族
が
約
90
％
を
占
め
、

約
97
％
の
人
が
仏
教
徒
、公
用
語

は
96
％
の
人
が
話
す
ク
メ
ー
ル
語

で
す
。気
候
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気

候
で
、タ
イ
と
同
じ
く
雨
季
と
乾

季
が
存
在
し
ま
す
。国
の
通
貨
は
リ

エ
ル（
1
円

≒

40
リ
エ
ル
）で
す
が
、

市
中
に
流
通
す
る
現
金
の
90
％
以

上
が
米
ド
ル
、預
金
の
97
％
が
米
ド

ル
建
て
と
、一
般
的
に
は
米
ド
ル
が

ム
で
さ
え
も
、第
一
次
産
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
へ
の
参
入
は
、自
国
企
業
を

脅
か
す
存
在
と
し
て
多
く
の
規
制

が
あ
る
一
方
で
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

1
0
0
％
外
資
に
よ
る
法
人
設
立

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
背
景

に
は
、内
戦
に
よ
り
農
業
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
国
内
産
業
が
壊
滅
的
な
状

態
と
な
っ
た
苦
難
の
歴
史
が
あ
り
、

復
興
に
向
け
て
外
資
の
力
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
す
。海
外
送
金
に

つ
い
て
も
制
限
が
な
く
、配
当
金
や

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー（
権
利
使
用
料
）

を
自
由
に
国
外
に
送
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。ま
た
、外
資
系
企
業
誘
致

の
た
め
、通
常
20
％
か
か
る
法
人
税

が
最
長
9
年
間
免
税
さ
れ
る
と

い
っ
た
投
資
優
遇
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、ま
さ
に「
投
資
自
由

国
」と
言
え
ま
す
。

　
近
年
、中
国
・タ
イ・ベ
ト
ナ
ム
の

人
件
費
上
昇
を
受
け
て
、よ
り
安

価
な
労
働
力（
30
歳
以
下
の
労
働

人
口
は
4
8
0
万
人
お
り
、今
後

も
増
加
の
見
込
み
）を
求
め
て
カ
ン

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
、プ
ノ
ン
ペ

ン
は「
南
部
経
済
回
廊
」の
中
間
に

位
置
し
、経
済
発
展
が
特
に
著
し

く
、カ
ン
ボ
ジ
ア
G
D
P
の
60
％
を

こ
の
都
市
が
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
街
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
の
富
裕

層
が
集
ま
り
、一
部
で
は
世
帯
所
得

が
5
，0
0
0
米
ド
ル
を
超
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
プ
ノ
ン
ペ

ン
の
一
般
世
帯
の
所
得
は
約
2
，

0
0
0
米
ド
ル
、農
村
部
で
は
約

1
，0
0
0
米
ド
ル
）。街
に
は
近
代

的
な
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、お
洒
落

な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
が

進
む
一
方
で
、路
地
裏
に
は
屋
台
が

並
ぶ
東
南
ア
ジ
ア
特
有
の
風
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。熱
気
と
活
気
が

渦
巻
く
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
コ

ン
パ
ク
ト
版
と
い
う
感
じ
で
す
。来

年
2
0
1
4
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル

に
は
、日
本
か
ら
30
以
上
の
テ
ナ
ン

ト
が
誘
致
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、建
物
は
ほ
ぼ
完
成
し
、今
後
は

内
装
等
工
事
に
入
る
と
い
う
様
子

で
し
た
。

　
日
本
で
は
、報
道
等
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
が「
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」と

し
て
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、現
実
と
し
て
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ

の
進
出
は
限
定
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。今
回
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
訪
問
で
、

イ
ン
フ
ラ
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

整
備
の
面
で
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
よ
り
も
数
年
は
先
行

し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。電
力

不
足
等
の
課
題
が
あ
る
と
は
い
え
、

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
大
手
製
造
業

向
け
の
部
品
供
給
基
地
と
し
て

「
タ
イ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」、「
ネ
ク
ス
ト

ベ
ト
ナ
ム
」を
検
討
す
る
上
に
お
い

て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
は
十
分
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
り
、魅
力
的
な
国
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
貞
方 

泰
徳
）

ボ
ジ
ア
に
進
出
す
る
日
系
企
業
が

目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。現
在
、日

本
商
工
会
の
登
録
企
業
数
は

1
5
0
社
、在
留
邦
人
は
約
1
，

5
0
0
名
と
な
っ
て
い
ま
す（
参

考
：
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
60
社
、6
0
0

名
／
タ
イ
は
1
，5
0
0
社
、

5
0
，0
0
0
名
）。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、ベ
ト
ナ
ム
と
タ

イ
と
い
う
日
系
企
業
が
集
積
を
高

め
て
い
る
国
に
挟
ま
れ
た
、抜
群
の

場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。ベ
ト
ナ

ム（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）〜
カ
ン
ボ
ジ
ア

（
プ
ノ
ン
ペ
ン
）〜
タ
イ（
バ
ン
コ
ク
）

を
結
ぶ
ル
ー
ト
は「
南
部
経
済
回

廊
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
南
部
を
横
断
す
る
国
際
物

流
網
と
し
て
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
中
央
を
こ

の「
南
部
経
済
回
廊
」が
横
断
し
、

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
か

ら
2
3
0
㎞
、バ
ン
コ
ク
か
ら
は

5
4
0
㎞
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
工
場
は

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
部
品
製
造
基

地
、い
わ
ゆ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
一
環
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、労
働
集
約
型
部
品
産
業
の
立

地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、現

在
進
出
し
て
い
る
企
業
を
見
る
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
生
産
し
た
部
品
を
バ

ン
コ
ク
周
辺
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
周
辺
の

親
工
場
に
納
品
す
る
ス
キ
ー
ム
が

最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
進
出
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
の「
南
部
経
済
回
廊
」

を
、プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国

境
ま
で
車
で
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
の
安
定
的
な

走
行
が
可
能
で
あ
り
、道
路
は
ほ

ぼ
全
区
間
で
舗
装
が
完
了
し
て
い

ま
し
た
。途
中
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ネ

ア
ッ
ク
ル
ン
と
い
う
街
で
メ
コ
ン
川

に
遮
ら
れ
、一
部
フ
ェ
リ
ー
利
用
と

な
り
ま
す
が
、こ
こ
に
橋
が
架
か
る

と
経
済
回
廊
は
完
成
し
、3
国
間

の
物
流
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、

車
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
ま

で
10
時
間
、ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
5
時

間
で
移
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
橋
梁
工
事
は
日
本
の

O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）で
進

め
ら
れ
て
お
り
、2
0
1
5
年
に
は

完
成
す
る
予
定
で
す
。「
ア
ジ
ア
大

動
脈
構
想
」の
中
核
の
一
つ
で
あ

る「
南
部
経
済
回
廊
」は
、カ
ン
ボ

ジ
ア
は
勿
論
、イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に

進
出
す
る
日
系
企
業
に
も
大
き
な

好
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

最
後
に

▲建築中のイオンプノンペン

▲高層ビルが建設されるプノンペン市内 ▲メコン川のフェリー乗り場▲メコン川に建設中の橋梁▲日本のODAを示す看板（メコン川の橋梁）

ミャンマー

タイ

カンボジア
ベトナム

ヤンゴン

ダウェイ

プノンペン
ホーチミン

バンコク

南部経済回廊

（バンコク駐在員事務所）
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現
場
で
感
じ
る
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Dalian Representative Office　
私
は
2
0
1
2
年
9
月
に
大
連

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。当
時
は
尖

閣
諸
島
問
題
を
発
端
と
し
た
反
日

デ
モ
が
中
国
全
土
で
展
開
さ
れ
、親

日
的
な
土
地
柄
で
知
ら
れ
る
大
連

で
も
日
本
人
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
拒
否
が
頻
発
す
る
な
ど
重
々

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
12
年

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
大
連

－
地
方
銀
行
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
」が
延
期
に
な
る
な
ど
日
中
関

　
日
系
企
業
の
進
出
は
、当
初
は

加
工
貿
易
主
体
の
製
造
業
が
中
心

で
し
た
が
、次
第
に
中
国
市
場
向
け

の
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
過
程
に
お
い

て「
部
品
の
現
地
調
達
」の
重
要
性

が
増
し
た
こ
と
か
ら
、進
出
企
業
と

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
一
緒
に
時

間
を
か
け
て
現
在
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
作
り
上
げ
て
お
り
、こ

れ
ら
は
他
地
域
に
は
変
え
が
た
い

大
連
の
財
産
で
す
。

 

一
方
、F
F
G
の
お
取
引
先
か
ら

は「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
日
本
国
内

で
の
部
品
調
達
を
中
国
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
輸
入
に
変
更
」す
る
た
め
の
ご

相
談
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、現

地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。最
近
の
円
安
で
日
系
メ
ー

カ
ー
は
一
部
製
品
の
製
造
を
日
本

国
内
に
戻
し
て
い
る
模
様
で
、現
地

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
生
産
は
減
少
し
て

い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
の
で
、

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
って
も「
カ

ネ
払
い
の
良
い
」日
系
の
新
規
取
引

先
確
保
は
貴
重
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
映
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。実
際
に

工
場
見
学
等
で
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

を
訪
問
し
た
際
に
は
、積
極
的
に
日

系
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し「
な
ん

と
か
成
約
さ
せ
た
い
」気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。そ
こ
に
日
中
関
係

悪
化
の
影
響
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ

ず
、や
は
り「
政
治
と
経
済
は
別
」で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」と
は
、

一
般
的
に「
中
国
に
生
産
拠
点
を

持
つ
日
本
の
製
造
業
者
が
、賃
金

上
昇
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
に
よ
る

労
働
事
情
の
悪
化
、及
び
日
中
関

係
悪
化
に
よ
る
反
日
デ
モ
発
生
な

ど
、中
国
一
国
集
中
で
は
何
か
と
リ

ス
ク
が
高
い
」と
認
識
し
始
め
た
こ

と
か
ら
、人
件
費
の
安
い
地
域
を
中

心
に
生
産
拠
点
を
分
散
さ
せ
る
リ

ス
ク
回
避
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。し
か
し
、業
種
や
製
品
の
特

性・部
品
調
達
先・最
終
消
費
地
等

を
検
証
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

中
国
で
作
る
べ
き
か
、別
の
地
域
と

す
る
の
か
、「
生
産
拠
点
の
最
適

化
」を
模
索
す
る
動
き
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
、決
し
て「
中
国
回

避
・
撤
退
」を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
大
連
で「
モ
ノ
作
り
」を
行
う
日

系
メ
ー
カ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

係
悪
化
の
影
響
は
至
る
所
で
散
見

さ
れ
、中
国
業
務
に
携
わ
る
日
本
人

に
と
っ
て
は「
強
烈
な
逆
風
」の
時

期
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
日
中
間
の
政
治
的
な
問

題
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
、中
国
で

は「
政
治
と
経
済
は
別
」と
考
え
る

人
が
多
く
、ま
た
F
F
G
の
お
取

引
先
も
以
前
と
変
わ
ら
ず
中
国
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
い
る
企
業

様
が
大
半
で
、目
に
見
え
る
影
響
は

ほ
と
ん
ど
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、最
近
の
新
聞
や
週
刊
誌
の
報
道

で
よ
く
見
ら
れ
る「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
」の
特
集
記
事
で
は
、「
中
国

回
避・撤
退
」を
印
象
付
け
る
過
激

な
表
現
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

非
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
駐
在
し
て
い
て

日
々
感
じ
る「
現
場
感
覚
と
報
道

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」に
つ
い
て
、現
地
に

進
出
し
て
い
る
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
交
え
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
大
連
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企

業
は
、日
本
領
事
館
へ
の
届
出
ベ
ー

ス
で
約
1
，2
0
0
社
で
す
。そ
の

う
ち
大
連
日
本
商
工
会
の
会
員
企

業
は
約
8
0
0
社
で
、上
海
の
約

2
，4
0
0
社
に
次
ぐ
第
2
位
の

規
模
を
誇
り
、特
に
製
造
業
が
集

積
す
る
経
済
技
術
開
発
区
の
会
員

企
業
は
3
2
0
社
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
大
連
に
は
こ
れ
ら
日
系
製

造
業
の
厳
し
い
要
求（
価
格
・
品

質
・
納
期
）を
満
た
す
現
地
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
多
数
集
積
し
て
お
り
、

「
モ
ノ
作
り
」の
厚
い
基
盤
が
あ
り

ま
す
。

じ
て
実
感
し
た
こ
と
は
、①
基
本
は

地
産
地
消
で
あ
る
こ
と
、②
汎
用

品
生
産
は
中
国
で
は
採
算
が
厳
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
、の
2
点
に
集

約
さ
れ
ま
す
。①
に
つ
い
て
は「
中

国
で
売
る
も
の
は
中
国
で
作
る
」、

②
に
つ
い
て
は「
高
機
能
品
・
高
付

加
価
値
製
品
は
中
国
生
産
で
も
採

算
は
合
う
が
、日
本
向
け
な
ど
輸

出
用
の
汎
用
品（
低
価
格
品
）生
産

は
、円
安
や
中
国
の
人
件
費
上
昇

で
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
」と
言
う

も
の
で
す
。

　
あ
る
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は「
中
国
で
売
る
も
の
は
中

国
で
作
る
。中
国
市
場
で
は『
よ
り

高
度
な
製
品
、付
加
価
値
の
高
い

製
品
』が
求
め
ら
れ
、市
場
規
模
も

大
き
く
、か
つ
良
く
売
れ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
集
積
し
て
い
る

中
国
で
の
生
産
を
、他
地
域
に
移

転
す
る
考
え
は
な
い
。」と
仰
っ
て

い
ま
す
。ま
た
別
の
大
手
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
か
ら
は「
人
件
費
の
上
昇

は
生
産
効
率
の
向
上
で
十
分
に
カ

状
態
が
慢
性
化
し
て
い
ま
す
。ま

た
、勤
続
18
年
の
当
事
務
所
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と
、足
元
で
は
食

用
油
が
5
㎏
40
元（
2
0
0
1

年
）か
ら
80
元
程
度
、米
が
5
0
0

ｇ
1.
6
元（
2
0
0
5
年
）か
ら

4
元
程
度
と
、価
格
は
確
か
に
上

昇
し
て
い
ま
す
が
人
件
費
の
上
昇

率
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、「
中
国
社

会
全
体
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」と

の
実
感
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
お
客
様
が
中
国
へ
の

輸
出
を
検
討
し
て
お
り
大
連
の
現

地
商
社
に
相
談
し
た
際
も
、最
初

の
質
問
は「
そ
れ
は
日
本
で
有
名

な
商
品
な
の
か
？
」と
言
う
も
の
で

し
た
。曰
く「
中
国
で
は
日
本
製
の

有
名
な
商
品
で
あ
れ
ば
高
く
て
も

売
れ
る
が
、有
名
で
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
」と
の
こ
と
で
す
。近
年
、中

国
で
は
富
裕
層
の
拡
大
に
つ
い
て

も
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、元

来
メ
ン
ツ
を
重
視
す
る
気
質
も

あ
っ
て「
メ
ン
ツ
を
高
く
保
つ
こ
と

が
で
き
る
高
額
品
」ほ
ど
良
く
売

れ
て
い
る
そ
う
で
、や
は
り
豊
か
に

な
っ
た
中
国
を
実
感
で
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
し
た
。

　
ま
た
、国
際
協
力
銀
行
が
毎
年

実
施
し
て
い
る「
有
望
事
業
展
開

国
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

【
図
１
】」で
は
、過
去
20
年
以
上
に
わ

た
り
中
国
が
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、日
本
企
業
に
と
っ
て
の
中
国
事

業
の
重
要
性
は
一
貫
し
て
い
る
の
で

す
が
、興
味
深
い
の
は「
有
望
と
考

え
る
理
由【
図
２
】」が「
安
価
な
労

働
力
」か
ら「
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

成
長
性
と
現
状
規
模
」や「
産
業
集

積
」に
入
れ
替
わ
り
つ
つ
第
１
位
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
結

果
を
見
て
も
、多
く
の
企
業
が「
中

国
を
市
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、引

続
き
生
産
拠
点
と
し
て
も
重
視
」

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

一
方
で「
有
望
な
市
場
」に
は
世
界

中
か
ら
競
争
相
手
が
集
ま
る
の
で
、

大
変
な
苦
労
も
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
る
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は
、チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
に

つ
い
て「
中
国
は
必
須
で
、そ
れ
プ

ラ
ス
い
ず
れ
か
の
国
」と
仰
っ
て
い

バ
ー
で
き
る
。人
員
は
現
状
維
持
で

も
自
動
化
省
力
化
機
械
導
入
に
よ

り
生
産
量
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、人
件
費
上
昇
は
吸
収
可
能
。

中
国
で
は
ス
キ
ー
用
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
用
の
高
機
能
衣
料
品
の
売
れ
行

き
が
好
調
で
工
場
は
フ
ル
稼
働
し

て
お
り
、市
場
と
し
て
最
重
要
と
認

識
し
て
い
る
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

 

一
方
、労
働
集
約
型
で
自
動
化
が

難
し
い
業
種
、あ
る
い
は
大
量
生
産

さ
れ
る
汎
用
品
等
は
、最
終
消
費

地
が
中
国
で
あ
っ
て
も
生
産
拠
点

の
移
転
は
一
部
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。例
え
ば
、運
動
用
衣
料
品
や
男

性
用
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
な
ど
は
、

人
件
費
の
安
い
地
域
に
原
料
を
持

ち
込
み
、加
工
賃
の
み
支
払
っ
て
製

品
は
全
量
引
き
取
る「
加
工
貿
易
」

が
一
般
的
で
す
。大
連
は
か
つ
て
こ

の「
加
工
貿
易
」で
経
済
発
展
を
遂

げ
た
の
で
す
が
、日
系
商
社
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、こ
れ
ら
産
業
の
多

く
は
人
件
費
の
安
い
地
域
に
加
工

委
託
先
が
変
更
さ
れ
て
お
り「
大

連
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
」と
の
こ
と
で
す
。

　
大
連
は
改
革
開
放
政
策
に
よ
る

対
外
開
放
の
2
番
手
グ
ル
ー
プ
と

し
て
1
9
8
4
年
に
外
資
の
受
入

を
始
め
た
こ
と
か
ら
業
歴
の
長
い

日
系
製
造
業
が
多
い
の
で
す
が
、あ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
者
の
話
で

は「
古
く
か
ら
進
出
し
て
い
る
日
系

メ
ー
カ
ー
は
汎
用
品
生
産
が
中
心

の
大
企
業
が
多
く
、勤
続
年
数
が

長
い
社
員
の
給
与
は
年
率
10
％
程

度
で
毎
年
上
が
っ
て
お
り
人
件
費
の

負
担
が
重
い
。ま
た
、進
出
当
初
は

大
半
が
日
本
向
け
の
製
造
工
場
で

あ
っ
た
が
、中
国
国
内
ま
た
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
高
付
加
価
値
製
品
を

供
給
す
る
拠
点
に
転
換
で
き
て
い

な
い
企
業
は
、撤
退
も
含
め
た
大
規

模
な
リ
ス
ト
ラ
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、日
系
大
企
業
に
部
品
供

給
す
る
た
め
工
場
進
出
し
て
い
る

日
本
の
中
小
製
造
業
に
つ
い
て
も

「
同
様
に
人
件
費
上
昇
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、値
上
げ
要
請
の
動
き

も
見
ら
れ
る
」と
の
こ
と
で
す
。大

企
業
側
は「
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が

撤
退
、ま
た
は（
値
上
げ
で
き
な
い

場
合
は
）供
給
停
止
な
ど
を
本
気

で
交
渉
し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
」と
の
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
中
国
に
お
け
る
人
件
費
の
上
昇

は
、「
中
国
人
の
購
買
力
向
上
」、

及
び「
中
国
市
場
の
拡
大
」と
表
裏

一
体
の
関
係
で
す
。人
件
費
上
昇

に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
見
て
み

る
と
、大
連
市
の
平
均
給
与
は

2
0
0
1
年
の
1
，0
3
6
元
か

ら
2
0
1
2
年
は
4
，5
6
8
元

と
4.
4
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、例
え
ば
タ
ク
シ
ー
の
初
乗

り
運
賃
は
6
元
か
ら
8
元
と
わ
ず

か
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、大

連
市
内
で
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

一
般
化
し
非
常
に
捕
ま
り
に
く
い

ま
し
た
。曰
く「
中
国
の
商
流
を
失

う
と
、日
本
国
内
の
商
流
も
守
れ

な
い
。既
存
の
商
売
を
一
度
失
う

と
、後
は
価
格
勝
負
で
し
か
取
り

戻
せ
な
く
な
る
の
で『
中
国
は
押
さ

え
る
べ
き
重
要
拠
点
』と
し
て
人
員

も
厚
く
配
置
し
て
い
る
。本
当
は
販

路
拡
大
に
攻
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

競
争
が
激
し
く
守
り
で
手
一
杯
」と

の
こ
と
で
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」の
潮

流
の
中
で
は
意
外
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、2
0
1
2
年
の
中
国
の
対

内
直
接
投
資【
図
3
】で
、日
本
は
国

別
で
世
界
第
１
位（
香
港
を
除
く
）

の
73
億
8
，0
0
0
万
ド
ル
で
し

た
。日
中
関
係
は
冷
え
込
ん
で
い
る

も
の
の
日
本
企
業
は
中
国
へ
の
投

資
を
継
続
し
て
お
り
、前
述
の「
有

望
事
業
展
開
国
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
裏
付
け
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ

ン
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、中
国
に
進

出
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
中

心
に
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。冒
頭
で

「
違
和
感
を
覚
え
る
」と
申
し
上
げ

た
の
は
、新
聞
報
道
等
に
よ
る
影
響

で「
中
国
か
ら
他
地
域
へ
製
造
拠
点

が
シ
フ
ト
し
て
い
る
」「
こ
の
流
れ
は

加
速
化
し
て
い
る
」等
の
イ
メ
ー
ジ

が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。リ

ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
強
く
意

識
し
た
こ
と
は
、特
に
こ
れ
ま
で
中

国
に
来
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に

対
し
て「
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
」と
の
思
い
で
す
。

　
進
出
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」に
つ

い
て
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、昨
今

の
日
中
問
題
に
関
係
な
く「
人
件

費
上
昇
や
高
付
加
価
値
製
品
を
求

め
る
中
国
市
場
の
ニ
ー
ズ
等
、事
業

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
産
拠
点
見

直
し
の
動
き
」で
あ
り
、繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が「
中
国
回
避
・
撤

退
」で
は
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。　

　
さ
て
、福
岡
銀
行
は
以
前「
ア
ジ

ア
四
季
報
」と
い
う
季
刊
誌
を
発

行
し
て
い
ま
し
て
、2
0
0
2
年
春

号
に
私
が「
さ
よ
な
ら
大
連
」と
題

し
て
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。私
の

大
連
駐
在
は
今
回
が
2
回
目
で
、

前
回
は
2
0
0
2
年
3
月
に
帰
任

し
た
の
で
す
が
、当
時
の
リ
ポ
ー
ト

で
は「
大
連
の
弱
点
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
集
積
が
な
い
こ
と
で
、大
連

市
政
府
は
良
質
か
つ
低
コ
ス
ト
の

部
品
を
供
給
で
き
る
日
本
の
中
小

製
造
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
る
」と

記
し
て
い
ま
し
た
。今
回
の
リ
ポ
ー

ト
で
は「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
集
積
が

他
地
域
に
は
な
い
大
連
の
財
産
」

と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、大
連
市
が

着
実
な
経
済
発
展
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
小
田 

周
平
）

▲大連に進出している日系企業

大
連
の
日
系
企
業

進
出
企
業
が
語
る

「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」

は
じ
め
に

Dalian
大連駐在員事務所

（大連駐在員事務所）
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現
場
で
感
じ
る
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン

ア ジ ア
駐 在 員

告報

Dalian Representative Office　
私
は
2
0
1
2
年
9
月
に
大
連

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。当
時
は
尖

閣
諸
島
問
題
を
発
端
と
し
た
反
日

デ
モ
が
中
国
全
土
で
展
開
さ
れ
、親

日
的
な
土
地
柄
で
知
ら
れ
る
大
連

で
も
日
本
人
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
拒
否
が
頻
発
す
る
な
ど
重
々

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
12
年

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
大
連

－

地
方
銀
行
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
」が
延
期
に
な
る
な
ど
日
中
関

　
日
系
企
業
の
進
出
は
、当
初
は

加
工
貿
易
主
体
の
製
造
業
が
中
心

で
し
た
が
、次
第
に
中
国
市
場
向
け

の
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
過
程
に
お
い

て「
部
品
の
現
地
調
達
」の
重
要
性

が
増
し
た
こ
と
か
ら
、進
出
企
業
と

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
一
緒
に
時

間
を
か
け
て
現
在
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
作
り
上
げ
て
お
り
、こ

れ
ら
は
他
地
域
に
は
変
え
が
た
い

大
連
の
財
産
で
す
。

 

一
方
、F
F
G
の
お
取
引
先
か
ら

は「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
日
本
国
内

で
の
部
品
調
達
を
中
国
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
輸
入
に
変
更
」す
る
た
め
の
ご

相
談
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、現

地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。最
近
の
円
安
で
日
系
メ
ー

カ
ー
は
一
部
製
品
の
製
造
を
日
本

国
内
に
戻
し
て
い
る
模
様
で
、現
地

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
生
産
は
減
少
し
て

い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
の
で
、

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
って
も「
カ

ネ
払
い
の
良
い
」日
系
の
新
規
取
引

先
確
保
は
貴
重
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
映
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。実
際
に

工
場
見
学
等
で
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

を
訪
問
し
た
際
に
は
、積
極
的
に
日

系
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し「
な
ん

と
か
成
約
さ
せ
た
い
」気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。そ
こ
に
日
中
関
係

悪
化
の
影
響
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ

ず
、や
は
り「
政
治
と
経
済
は
別
」で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」と
は
、

一
般
的
に「
中
国
に
生
産
拠
点
を

持
つ
日
本
の
製
造
業
者
が
、賃
金

上
昇
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
に
よ
る

労
働
事
情
の
悪
化
、及
び
日
中
関

係
悪
化
に
よ
る
反
日
デ
モ
発
生
な

ど
、中
国
一
国
集
中
で
は
何
か
と
リ

ス
ク
が
高
い
」と
認
識
し
始
め
た
こ

と
か
ら
、人
件
費
の
安
い
地
域
を
中

心
に
生
産
拠
点
を
分
散
さ
せ
る
リ

ス
ク
回
避
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。し
か
し
、業
種
や
製
品
の
特

性・部
品
調
達
先・最
終
消
費
地
等

を
検
証
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

中
国
で
作
る
べ
き
か
、別
の
地
域
と

す
る
の
か
、「
生
産
拠
点
の
最
適

化
」を
模
索
す
る
動
き
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
、決
し
て「
中
国
回

避
・
撤
退
」を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
大
連
で「
モ
ノ
作
り
」を
行
う
日

系
メ
ー
カ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

係
悪
化
の
影
響
は
至
る
所
で
散
見

さ
れ
、中
国
業
務
に
携
わ
る
日
本
人

に
と
っ
て
は「
強
烈
な
逆
風
」の
時

期
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
日
中
間
の
政
治
的
な
問

題
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
、中
国
で

は「
政
治
と
経
済
は
別
」と
考
え
る

人
が
多
く
、ま
た
F
F
G
の
お
取

引
先
も
以
前
と
変
わ
ら
ず
中
国
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
い
る
企
業

様
が
大
半
で
、目
に
見
え
る
影
響
は

ほ
と
ん
ど
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、最
近
の
新
聞
や
週
刊
誌
の
報
道

で
よ
く
見
ら
れ
る「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
」の
特
集
記
事
で
は
、「
中
国

回
避・撤
退
」を
印
象
付
け
る
過
激

な
表
現
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

非
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
駐
在
し
て
い
て

日
々
感
じ
る「
現
場
感
覚
と
報
道

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」に
つ
い
て
、現
地
に

進
出
し
て
い
る
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
交
え
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
大
連
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企

業
は
、日
本
領
事
館
へ
の
届
出
ベ
ー

ス
で
約
1
，2
0
0
社
で
す
。そ
の

う
ち
大
連
日
本
商
工
会
の
会
員
企

業
は
約
8
0
0
社
で
、上
海
の
約

2
，4
0
0
社
に
次
ぐ
第
2
位
の

規
模
を
誇
り
、特
に
製
造
業
が
集

積
す
る
経
済
技
術
開
発
区
の
会
員

企
業
は
3
2
0
社
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
大
連
に
は
こ
れ
ら
日
系
製

造
業
の
厳
し
い
要
求（
価
格
・
品

質
・
納
期
）を
満
た
す
現
地
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
多
数
集
積
し
て
お
り
、

「
モ
ノ
作
り
」の
厚
い
基
盤
が
あ
り

ま
す
。

じ
て
実
感
し
た
こ
と
は
、①
基
本
は

地
産
地
消
で
あ
る
こ
と
、②
汎
用

品
生
産
は
中
国
で
は
採
算
が
厳
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
、の
2
点
に
集

約
さ
れ
ま
す
。①
に
つ
い
て
は「
中

国
で
売
る
も
の
は
中
国
で
作
る
」、

②
に
つ
い
て
は「
高
機
能
品
・
高
付

加
価
値
製
品
は
中
国
生
産
で
も
採

算
は
合
う
が
、日
本
向
け
な
ど
輸

出
用
の
汎
用
品（
低
価
格
品
）生
産

は
、円
安
や
中
国
の
人
件
費
上
昇

で
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
」と
言
う

も
の
で
す
。

　
あ
る
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は「
中
国
で
売
る
も
の
は
中

国
で
作
る
。中
国
市
場
で
は『
よ
り

高
度
な
製
品
、付
加
価
値
の
高
い

製
品
』が
求
め
ら
れ
、市
場
規
模
も

大
き
く
、か
つ
良
く
売
れ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
集
積
し
て
い
る

中
国
で
の
生
産
を
、他
地
域
に
移

転
す
る
考
え
は
な
い
。」と
仰
っ
て

い
ま
す
。ま
た
別
の
大
手
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
か
ら
は「
人
件
費
の
上
昇

は
生
産
効
率
の
向
上
で
十
分
に
カ

状
態
が
慢
性
化
し
て
い
ま
す
。ま

た
、勤
続
18
年
の
当
事
務
所
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と
、足
元
で
は
食

用
油
が
5
㎏
40
元（
2
0
0
1

年
）か
ら
80
元
程
度
、米
が
5
0
0

ｇ
1.
6
元（
2
0
0
5
年
）か
ら

4
元
程
度
と
、価
格
は
確
か
に
上

昇
し
て
い
ま
す
が
人
件
費
の
上
昇

率
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、「
中
国
社

会
全
体
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」と

の
実
感
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
お
客
様
が
中
国
へ
の

輸
出
を
検
討
し
て
お
り
大
連
の
現

地
商
社
に
相
談
し
た
際
も
、最
初

の
質
問
は「
そ
れ
は
日
本
で
有
名

な
商
品
な
の
か
？
」と
言
う
も
の
で

し
た
。曰
く「
中
国
で
は
日
本
製
の

有
名
な
商
品
で
あ
れ
ば
高
く
て
も

売
れ
る
が
、有
名
で
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
」と
の
こ
と
で
す
。近
年
、中

国
で
は
富
裕
層
の
拡
大
に
つ
い
て

も
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、元

来
メ
ン
ツ
を
重
視
す
る
気
質
も

あ
っ
て「
メ
ン
ツ
を
高
く
保
つ
こ
と

が
で
き
る
高
額
品
」ほ
ど
良
く
売

れ
て
い
る
そ
う
で
、や
は
り
豊
か
に

な
っ
た
中
国
を
実
感
で
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
し
た
。

　
ま
た
、国
際
協
力
銀
行
が
毎
年

実
施
し
て
い
る「
有
望
事
業
展
開

国
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

【
図
１
】」で
は
、過
去
20
年
以
上
に
わ

た
り
中
国
が
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、日
本
企
業
に
と
っ
て
の
中
国
事

業
の
重
要
性
は
一
貫
し
て
い
る
の
で

す
が
、興
味
深
い
の
は「
有
望
と
考

え
る
理
由【
図
２
】」が「
安
価
な
労

働
力
」か
ら「
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

成
長
性
と
現
状
規
模
」や「
産
業
集

積
」に
入
れ
替
わ
り
つ
つ
第
１
位
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
結

果
を
見
て
も
、多
く
の
企
業
が「
中

国
を
市
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、引

続
き
生
産
拠
点
と
し
て
も
重
視
」

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

一
方
で「
有
望
な
市
場
」に
は
世
界

中
か
ら
競
争
相
手
が
集
ま
る
の
で
、

大
変
な
苦
労
も
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
る
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は
、チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
に

つ
い
て「
中
国
は
必
須
で
、そ
れ
プ

ラ
ス
い
ず
れ
か
の
国
」と
仰
っ
て
い

バ
ー
で
き
る
。人
員
は
現
状
維
持
で

も
自
動
化
省
力
化
機
械
導
入
に
よ

り
生
産
量
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、人
件
費
上
昇
は
吸
収
可
能
。

中
国
で
は
ス
キ
ー
用
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
用
の
高
機
能
衣
料
品
の
売
れ
行

き
が
好
調
で
工
場
は
フ
ル
稼
働
し

て
お
り
、市
場
と
し
て
最
重
要
と
認

識
し
て
い
る
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

 

一
方
、労
働
集
約
型
で
自
動
化
が

難
し
い
業
種
、あ
る
い
は
大
量
生
産

さ
れ
る
汎
用
品
等
は
、最
終
消
費

地
が
中
国
で
あ
っ
て
も
生
産
拠
点

の
移
転
は
一
部
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。例
え
ば
、運
動
用
衣
料
品
や
男

性
用
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
な
ど
は
、

人
件
費
の
安
い
地
域
に
原
料
を
持

ち
込
み
、加
工
賃
の
み
支
払
っ
て
製

品
は
全
量
引
き
取
る「
加
工
貿
易
」

が
一
般
的
で
す
。大
連
は
か
つ
て
こ

の「
加
工
貿
易
」で
経
済
発
展
を
遂

げ
た
の
で
す
が
、日
系
商
社
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、こ
れ
ら
産
業
の
多

く
は
人
件
費
の
安
い
地
域
に
加
工

委
託
先
が
変
更
さ
れ
て
お
り「
大

連
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
」と
の
こ
と
で
す
。

　
大
連
は
改
革
開
放
政
策
に
よ
る

対
外
開
放
の
2
番
手
グ
ル
ー
プ
と

し
て
1
9
8
4
年
に
外
資
の
受
入

を
始
め
た
こ
と
か
ら
業
歴
の
長
い

日
系
製
造
業
が
多
い
の
で
す
が
、あ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
者
の
話
で

は「
古
く
か
ら
進
出
し
て
い
る
日
系

メ
ー
カ
ー
は
汎
用
品
生
産
が
中
心

の
大
企
業
が
多
く
、勤
続
年
数
が

長
い
社
員
の
給
与
は
年
率
10
％
程

度
で
毎
年
上
が
っ
て
お
り
人
件
費
の

負
担
が
重
い
。ま
た
、進
出
当
初
は

大
半
が
日
本
向
け
の
製
造
工
場
で

あ
っ
た
が
、中
国
国
内
ま
た
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
高
付
加
価
値
製
品
を

供
給
す
る
拠
点
に
転
換
で
き
て
い

な
い
企
業
は
、撤
退
も
含
め
た
大
規

模
な
リ
ス
ト
ラ
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、日
系
大
企
業
に
部
品
供

給
す
る
た
め
工
場
進
出
し
て
い
る

日
本
の
中
小
製
造
業
に
つ
い
て
も

「
同
様
に
人
件
費
上
昇
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、値
上
げ
要
請
の
動
き

も
見
ら
れ
る
」と
の
こ
と
で
す
。大

企
業
側
は「
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が

撤
退
、ま
た
は（
値
上
げ
で
き
な
い

場
合
は
）供
給
停
止
な
ど
を
本
気

で
交
渉
し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
」と
の
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
中
国
に
お
け
る
人
件
費
の
上
昇

は
、「
中
国
人
の
購
買
力
向
上
」、

及
び「
中
国
市
場
の
拡
大
」と
表
裏

一
体
の
関
係
で
す
。人
件
費
上
昇

に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
見
て
み

る
と
、大
連
市
の
平
均
給
与
は

2
0
0
1
年
の
1
，0
3
6
元
か

ら
2
0
1
2
年
は
4
，5
6
8
元

と
4.
4
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、例
え
ば
タ
ク
シ
ー
の
初
乗

り
運
賃
は
6
元
か
ら
8
元
と
わ
ず

か
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、大

連
市
内
で
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

一
般
化
し
非
常
に
捕
ま
り
に
く
い

ま
し
た
。曰
く「
中
国
の
商
流
を
失

う
と
、日
本
国
内
の
商
流
も
守
れ

な
い
。既
存
の
商
売
を
一
度
失
う

と
、後
は
価
格
勝
負
で
し
か
取
り

戻
せ
な
く
な
る
の
で『
中
国
は
押
さ

え
る
べ
き
重
要
拠
点
』と
し
て
人
員

も
厚
く
配
置
し
て
い
る
。本
当
は
販

路
拡
大
に
攻
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

競
争
が
激
し
く
守
り
で
手
一
杯
」と

の
こ
と
で
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」の
潮

流
の
中
で
は
意
外
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、2
0
1
2
年
の
中
国
の
対

内
直
接
投
資【
図
3
】で
、日
本
は
国

別
で
世
界
第
１
位（
香
港
を
除
く
）

の
73
億
8
，0
0
0
万
ド
ル
で
し

た
。日
中
関
係
は
冷
え
込
ん
で
い
る

も
の
の
日
本
企
業
は
中
国
へ
の
投

資
を
継
続
し
て
お
り
、前
述
の「
有

望
事
業
展
開
国
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
裏
付
け
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ

ン
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、中
国
に
進

出
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
中

心
に
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。冒
頭
で

「
違
和
感
を
覚
え
る
」と
申
し
上
げ

た
の
は
、新
聞
報
道
等
に
よ
る
影
響

で「
中
国
か
ら
他
地
域
へ
製
造
拠
点

が
シ
フ
ト
し
て
い
る
」「
こ
の
流
れ
は

加
速
化
し
て
い
る
」等
の
イ
メ
ー
ジ

が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。リ

ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
強
く
意

識
し
た
こ
と
は
、特
に
こ
れ
ま
で
中

国
に
来
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に

対
し
て「
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
」と
の
思
い
で
す
。

　
進
出
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」に
つ

い
て
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、昨
今

の
日
中
問
題
に
関
係
な
く「
人
件

費
上
昇
や
高
付
加
価
値
製
品
を
求

め
る
中
国
市
場
の
ニ
ー
ズ
等
、事
業

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
産
拠
点
見

直
し
の
動
き
」で
あ
り
、繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が「
中
国
回
避
・
撤

退
」で
は
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。　

　
さ
て
、福
岡
銀
行
は
以
前「
ア
ジ

ア
四
季
報
」と
い
う
季
刊
誌
を
発

行
し
て
い
ま
し
て
、2
0
0
2
年
春

号
に
私
が「
さ
よ
な
ら
大
連
」と
題

し
て
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。私
の

大
連
駐
在
は
今
回
が
2
回
目
で
、

前
回
は
2
0
0
2
年
3
月
に
帰
任

し
た
の
で
す
が
、当
時
の
リ
ポ
ー
ト

で
は「
大
連
の
弱
点
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
集
積
が
な
い
こ
と
で
、大
連

市
政
府
は
良
質
か
つ
低
コ
ス
ト
の

部
品
を
供
給
で
き
る
日
本
の
中
小

製
造
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
る
」と

記
し
て
い
ま
し
た
。今
回
の
リ
ポ
ー

ト
で
は「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
集
積
が

他
地
域
に
は
な
い
大
連
の
財
産
」

と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、大
連
市
が

着
実
な
経
済
発
展
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
小
田 

周
平
）

▲大連に進出している日系企業

大
連
の
日
系
企
業

進
出
企
業
が
語
る

「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」

は
じ
め
に

Dalian
大連駐在員事務所

（大連駐在員事務所）
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■有望理由の傾向
●「現地マーケットの今後の成長性」は２０１０年度をピークに減少
●一方で「現地マーケットの現状規模」については増加傾向  ⇒引続き「魅力的なマーケット」として捉えている
●「安価な労働力」は減少傾向
●一方で「産業集積がある」は増加傾向  ⇒生産拠点としての位置付けは引続き重要視している
●企業の関心は巨大な中国市場にシフトしていることが読める

　
私
は
2
0
1
2
年
9
月
に
大
連

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。当
時
は
尖

閣
諸
島
問
題
を
発
端
と
し
た
反
日

デ
モ
が
中
国
全
土
で
展
開
さ
れ
、親

日
的
な
土
地
柄
で
知
ら
れ
る
大
連

で
も
日
本
人
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
拒
否
が
頻
発
す
る
な
ど
重
々

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
12
年

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
大
連

－

地
方
銀
行
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
」が
延
期
に
な
る
な
ど
日
中
関

　
日
系
企
業
の
進
出
は
、当
初
は

加
工
貿
易
主
体
の
製
造
業
が
中
心

で
し
た
が
、次
第
に
中
国
市
場
向
け

の
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
過
程
に
お
い

て「
部
品
の
現
地
調
達
」の
重
要
性

が
増
し
た
こ
と
か
ら
、進
出
企
業
と

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
一
緒
に
時

間
を
か
け
て
現
在
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
作
り
上
げ
て
お
り
、こ

れ
ら
は
他
地
域
に
は
変
え
が
た
い

大
連
の
財
産
で
す
。

 

一
方
、F
F
G
の
お
取
引
先
か
ら

は「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
日
本
国
内

で
の
部
品
調
達
を
中
国
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
輸
入
に
変
更
」す
る
た
め
の
ご

相
談
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、現

地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。最
近
の
円
安
で
日
系
メ
ー

カ
ー
は
一
部
製
品
の
製
造
を
日
本

国
内
に
戻
し
て
い
る
模
様
で
、現
地

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
生
産
は
減
少
し
て

い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
の
で
、

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
って
も「
カ

ネ
払
い
の
良
い
」日
系
の
新
規
取
引

先
確
保
は
貴
重
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
映
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。実
際
に

工
場
見
学
等
で
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

を
訪
問
し
た
際
に
は
、積
極
的
に
日

系
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し「
な
ん

と
か
成
約
さ
せ
た
い
」気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。そ
こ
に
日
中
関
係

悪
化
の
影
響
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ

ず
、や
は
り「
政
治
と
経
済
は
別
」で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」と
は
、

一
般
的
に「
中
国
に
生
産
拠
点
を

持
つ
日
本
の
製
造
業
者
が
、賃
金

上
昇
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
に
よ
る

労
働
事
情
の
悪
化
、及
び
日
中
関

係
悪
化
に
よ
る
反
日
デ
モ
発
生
な

ど
、中
国
一
国
集
中
で
は
何
か
と
リ

ス
ク
が
高
い
」と
認
識
し
始
め
た
こ

と
か
ら
、人
件
費
の
安
い
地
域
を
中

心
に
生
産
拠
点
を
分
散
さ
せ
る
リ

ス
ク
回
避
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。し
か
し
、業
種
や
製
品
の
特

性・部
品
調
達
先・最
終
消
費
地
等

を
検
証
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

中
国
で
作
る
べ
き
か
、別
の
地
域
と

す
る
の
か
、「
生
産
拠
点
の
最
適

化
」を
模
索
す
る
動
き
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
、決
し
て「
中
国
回

避
・
撤
退
」を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
大
連
で「
モ
ノ
作
り
」を
行
う
日

系
メ
ー
カ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

係
悪
化
の
影
響
は
至
る
所
で
散
見

さ
れ
、中
国
業
務
に
携
わ
る
日
本
人

に
と
っ
て
は「
強
烈
な
逆
風
」の
時

期
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
日
中
間
の
政
治
的
な
問

題
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
、中
国
で

は「
政
治
と
経
済
は
別
」と
考
え
る

人
が
多
く
、ま
た
F
F
G
の
お
取

引
先
も
以
前
と
変
わ
ら
ず
中
国
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
い
る
企
業

様
が
大
半
で
、目
に
見
え
る
影
響
は

ほ
と
ん
ど
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、最
近
の
新
聞
や
週
刊
誌
の
報
道

で
よ
く
見
ら
れ
る「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
」の
特
集
記
事
で
は
、「
中
国

回
避・撤
退
」を
印
象
付
け
る
過
激

な
表
現
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

非
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
駐
在
し
て
い
て

日
々
感
じ
る「
現
場
感
覚
と
報
道

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」に
つ
い
て
、現
地
に

進
出
し
て
い
る
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
交
え
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
大
連
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企

業
は
、日
本
領
事
館
へ
の
届
出
ベ
ー

ス
で
約
1
，2
0
0
社
で
す
。そ
の

う
ち
大
連
日
本
商
工
会
の
会
員
企

業
は
約
8
0
0
社
で
、上
海
の
約

2
，4
0
0
社
に
次
ぐ
第
2
位
の

規
模
を
誇
り
、特
に
製
造
業
が
集

積
す
る
経
済
技
術
開
発
区
の
会
員

企
業
は
3
2
0
社
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
大
連
に
は
こ
れ
ら
日
系
製

造
業
の
厳
し
い
要
求（
価
格
・
品

質
・
納
期
）を
満
た
す
現
地
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
多
数
集
積
し
て
お
り
、

「
モ
ノ
作
り
」の
厚
い
基
盤
が
あ
り

ま
す
。

じ
て
実
感
し
た
こ
と
は
、①
基
本
は

地
産
地
消
で
あ
る
こ
と
、②
汎
用

品
生
産
は
中
国
で
は
採
算
が
厳
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
、の
2
点
に
集

約
さ
れ
ま
す
。①
に
つ
い
て
は「
中

国
で
売
る
も
の
は
中
国
で
作
る
」、

②
に
つ
い
て
は「
高
機
能
品
・
高
付

加
価
値
製
品
は
中
国
生
産
で
も
採

算
は
合
う
が
、日
本
向
け
な
ど
輸

出
用
の
汎
用
品（
低
価
格
品
）生
産

は
、円
安
や
中
国
の
人
件
費
上
昇

で
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
」と
言
う

も
の
で
す
。

　
あ
る
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は「
中
国
で
売
る
も
の
は
中

国
で
作
る
。中
国
市
場
で
は『
よ
り

高
度
な
製
品
、付
加
価
値
の
高
い

製
品
』が
求
め
ら
れ
、市
場
規
模
も

大
き
く
、か
つ
良
く
売
れ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
集
積
し
て
い
る

中
国
で
の
生
産
を
、他
地
域
に
移

転
す
る
考
え
は
な
い
。」と
仰
っ
て

い
ま
す
。ま
た
別
の
大
手
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
か
ら
は「
人
件
費
の
上
昇

は
生
産
効
率
の
向
上
で
十
分
に
カ

状
態
が
慢
性
化
し
て
い
ま
す
。ま

た
、勤
続
18
年
の
当
事
務
所
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と
、足
元
で
は
食

用
油
が
5
㎏
40
元（
2
0
0
1

年
）か
ら
80
元
程
度
、米
が
5
0
0

ｇ
1.
6
元（
2
0
0
5
年
）か
ら

4
元
程
度
と
、価
格
は
確
か
に
上

昇
し
て
い
ま
す
が
人
件
費
の
上
昇

率
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、「
中
国
社

会
全
体
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」と

の
実
感
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
お
客
様
が
中
国
へ
の

輸
出
を
検
討
し
て
お
り
大
連
の
現

地
商
社
に
相
談
し
た
際
も
、最
初

の
質
問
は「
そ
れ
は
日
本
で
有
名

な
商
品
な
の
か
？
」と
言
う
も
の
で

し
た
。曰
く「
中
国
で
は
日
本
製
の

有
名
な
商
品
で
あ
れ
ば
高
く
て
も

売
れ
る
が
、有
名
で
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
」と
の
こ
と
で
す
。近
年
、中

国
で
は
富
裕
層
の
拡
大
に
つ
い
て

も
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、元

来
メ
ン
ツ
を
重
視
す
る
気
質
も

あ
っ
て「
メ
ン
ツ
を
高
く
保
つ
こ
と

が
で
き
る
高
額
品
」ほ
ど
良
く
売

れ
て
い
る
そ
う
で
、や
は
り
豊
か
に

な
っ
た
中
国
を
実
感
で
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
し
た
。

　
ま
た
、国
際
協
力
銀
行
が
毎
年

実
施
し
て
い
る「
有
望
事
業
展
開

国
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

【
図
１
】」で
は
、過
去
20
年
以
上
に
わ

た
り
中
国
が
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、日
本
企
業
に
と
っ
て
の
中
国
事

業
の
重
要
性
は
一
貫
し
て
い
る
の
で

す
が
、興
味
深
い
の
は「
有
望
と
考

え
る
理
由【
図
２
】」が「
安
価
な
労

働
力
」か
ら「
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

成
長
性
と
現
状
規
模
」や「
産
業
集

積
」に
入
れ
替
わ
り
つ
つ
第
１
位
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
結

果
を
見
て
も
、多
く
の
企
業
が「
中

国
を
市
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、引

続
き
生
産
拠
点
と
し
て
も
重
視
」

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

一
方
で「
有
望
な
市
場
」に
は
世
界

中
か
ら
競
争
相
手
が
集
ま
る
の
で
、

大
変
な
苦
労
も
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
る
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は
、チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
に

つ
い
て「
中
国
は
必
須
で
、そ
れ
プ

ラ
ス
い
ず
れ
か
の
国
」と
仰
っ
て
い

バ
ー
で
き
る
。人
員
は
現
状
維
持
で

も
自
動
化
省
力
化
機
械
導
入
に
よ

り
生
産
量
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、人
件
費
上
昇
は
吸
収
可
能
。

中
国
で
は
ス
キ
ー
用
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
用
の
高
機
能
衣
料
品
の
売
れ
行

き
が
好
調
で
工
場
は
フ
ル
稼
働
し

て
お
り
、市
場
と
し
て
最
重
要
と
認

識
し
て
い
る
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

 
一
方
、労
働
集
約
型
で
自
動
化
が

難
し
い
業
種
、あ
る
い
は
大
量
生
産

さ
れ
る
汎
用
品
等
は
、最
終
消
費

地
が
中
国
で
あ
っ
て
も
生
産
拠
点

の
移
転
は
一
部
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。例
え
ば
、運
動
用
衣
料
品
や
男

性
用
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
な
ど
は
、

人
件
費
の
安
い
地
域
に
原
料
を
持

ち
込
み
、加
工
賃
の
み
支
払
っ
て
製

品
は
全
量
引
き
取
る「
加
工
貿
易
」

が
一
般
的
で
す
。大
連
は
か
つ
て
こ

の「
加
工
貿
易
」で
経
済
発
展
を
遂

げ
た
の
で
す
が
、日
系
商
社
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、こ
れ
ら
産
業
の
多

く
は
人
件
費
の
安
い
地
域
に
加
工

委
託
先
が
変
更
さ
れ
て
お
り「
大

連
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
」と
の
こ
と
で
す
。

　
大
連
は
改
革
開
放
政
策
に
よ
る

対
外
開
放
の
2
番
手
グ
ル
ー
プ
と

し
て
1
9
8
4
年
に
外
資
の
受
入

を
始
め
た
こ
と
か
ら
業
歴
の
長
い

日
系
製
造
業
が
多
い
の
で
す
が
、あ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
者
の
話
で

は「
古
く
か
ら
進
出
し
て
い
る
日
系

メ
ー
カ
ー
は
汎
用
品
生
産
が
中
心

の
大
企
業
が
多
く
、勤
続
年
数
が

長
い
社
員
の
給
与
は
年
率
10
％
程

度
で
毎
年
上
が
っ
て
お
り
人
件
費
の

負
担
が
重
い
。ま
た
、進
出
当
初
は

大
半
が
日
本
向
け
の
製
造
工
場
で

あ
っ
た
が
、中
国
国
内
ま
た
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
高
付
加
価
値
製
品
を

供
給
す
る
拠
点
に
転
換
で
き
て
い

な
い
企
業
は
、撤
退
も
含
め
た
大
規

模
な
リ
ス
ト
ラ
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、日
系
大
企
業
に
部
品
供

給
す
る
た
め
工
場
進
出
し
て
い
る

日
本
の
中
小
製
造
業
に
つ
い
て
も

「
同
様
に
人
件
費
上
昇
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、値
上
げ
要
請
の
動
き

も
見
ら
れ
る
」と
の
こ
と
で
す
。大

企
業
側
は「
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が

撤
退
、ま
た
は（
値
上
げ
で
き
な
い

場
合
は
）供
給
停
止
な
ど
を
本
気

で
交
渉
し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
」と
の
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
中
国
に
お
け
る
人
件
費
の
上
昇

は
、「
中
国
人
の
購
買
力
向
上
」、

及
び「
中
国
市
場
の
拡
大
」と
表
裏

一
体
の
関
係
で
す
。人
件
費
上
昇

に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
見
て
み

る
と
、大
連
市
の
平
均
給
与
は

2
0
0
1
年
の
1
，0
3
6
元
か

ら
2
0
1
2
年
は
4
，5
6
8
元

と
4.
4
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、例
え
ば
タ
ク
シ
ー
の
初
乗

り
運
賃
は
6
元
か
ら
8
元
と
わ
ず

か
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、大

連
市
内
で
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

一
般
化
し
非
常
に
捕
ま
り
に
く
い

ま
し
た
。曰
く「
中
国
の
商
流
を
失

う
と
、日
本
国
内
の
商
流
も
守
れ

な
い
。既
存
の
商
売
を
一
度
失
う

と
、後
は
価
格
勝
負
で
し
か
取
り

戻
せ
な
く
な
る
の
で『
中
国
は
押
さ

え
る
べ
き
重
要
拠
点
』と
し
て
人
員

も
厚
く
配
置
し
て
い
る
。本
当
は
販

路
拡
大
に
攻
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

競
争
が
激
し
く
守
り
で
手
一
杯
」と

の
こ
と
で
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」の
潮

流
の
中
で
は
意
外
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、2
0
1
2
年
の
中
国
の
対

内
直
接
投
資【
図
3
】で
、日
本
は
国

別
で
世
界
第
１
位（
香
港
を
除
く
）

の
73
億
8
，0
0
0
万
ド
ル
で
し

た
。日
中
関
係
は
冷
え
込
ん
で
い
る

も
の
の
日
本
企
業
は
中
国
へ
の
投

資
を
継
続
し
て
お
り
、前
述
の「
有

望
事
業
展
開
国
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
裏
付
け
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ

ン
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、中
国
に
進

出
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
中

心
に
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。冒
頭
で

「
違
和
感
を
覚
え
る
」と
申
し
上
げ

た
の
は
、新
聞
報
道
等
に
よ
る
影
響

で「
中
国
か
ら
他
地
域
へ
製
造
拠
点

が
シ
フ
ト
し
て
い
る
」「
こ
の
流
れ
は

加
速
化
し
て
い
る
」等
の
イ
メ
ー
ジ

が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。リ

ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
強
く
意

識
し
た
こ
と
は
、特
に
こ
れ
ま
で
中

国
に
来
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に

対
し
て「
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
」と
の
思
い
で
す
。

　
進
出
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」に
つ

い
て
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、昨
今

の
日
中
問
題
に
関
係
な
く「
人
件

費
上
昇
や
高
付
加
価
値
製
品
を
求

め
る
中
国
市
場
の
ニ
ー
ズ
等
、事
業

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
産
拠
点
見

直
し
の
動
き
」で
あ
り
、繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が「
中
国
回
避
・
撤

退
」で
は
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。　

　
さ
て
、福
岡
銀
行
は
以
前「
ア
ジ

ア
四
季
報
」と
い
う
季
刊
誌
を
発

行
し
て
い
ま
し
て
、2
0
0
2
年
春

号
に
私
が「
さ
よ
な
ら
大
連
」と
題

し
て
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。私
の

大
連
駐
在
は
今
回
が
2
回
目
で
、

前
回
は
2
0
0
2
年
3
月
に
帰
任

し
た
の
で
す
が
、当
時
の
リ
ポ
ー
ト

で
は「
大
連
の
弱
点
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
集
積
が
な
い
こ
と
で
、大
連

市
政
府
は
良
質
か
つ
低
コ
ス
ト
の

部
品
を
供
給
で
き
る
日
本
の
中
小

製
造
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
る
」と

記
し
て
い
ま
し
た
。今
回
の
リ
ポ
ー

ト
で
は「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
集
積
が

他
地
域
に
は
な
い
大
連
の
財
産
」

と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、大
連
市
が

着
実
な
経
済
発
展
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
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【図1】中期的な有望事業展開先国・地域についての調査（出所：国際協力銀行）

【図２】中国の有望理由（出所：国際協力銀行）

9392 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12

中国
インド
インドネシア
タイ
ベトナム
ブラジル
ロシア
米国

購
買
力
の
向
上

100

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

（%）

（年度）
（社）

2012
（312）

2011
（351）

2010
（394）

2009
（348）

2008
（294）

現地マーケットの
今後の成長性
現地マーケットの現状規模
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供給拠点として
安価な労働力
産業集積がある

73.4%

46.8%

（大連駐在員事務所）
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■有望理由の傾向
●「現地マーケットの今後の成長性」は２０１０年度をピークに減少
●一方で「現地マーケットの現状規模」については増加傾向  ⇒引続き「魅力的なマーケット」として捉えている
●「安価な労働力」は減少傾向
●一方で「産業集積がある」は増加傾向  ⇒生産拠点としての位置付けは引続き重要視している
●企業の関心は巨大な中国市場にシフトしていることが読める

　
私
は
2
0
1
2
年
9
月
に
大
連

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。当
時
は
尖

閣
諸
島
問
題
を
発
端
と
し
た
反
日

デ
モ
が
中
国
全
土
で
展
開
さ
れ
、親

日
的
な
土
地
柄
で
知
ら
れ
る
大
連

で
も
日
本
人
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
拒
否
が
頻
発
す
る
な
ど
重
々

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
12
年

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
大
連

－

地
方
銀
行
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
」が
延
期
に
な
る
な
ど
日
中
関

　
日
系
企
業
の
進
出
は
、当
初
は

加
工
貿
易
主
体
の
製
造
業
が
中
心

で
し
た
が
、次
第
に
中
国
市
場
向
け

の
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
過
程
に
お
い

て「
部
品
の
現
地
調
達
」の
重
要
性

が
増
し
た
こ
と
か
ら
、進
出
企
業
と

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
一
緒
に
時

間
を
か
け
て
現
在
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
作
り
上
げ
て
お
り
、こ

れ
ら
は
他
地
域
に
は
変
え
が
た
い

大
連
の
財
産
で
す
。

 

一
方
、F
F
G
の
お
取
引
先
か
ら

は「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
日
本
国
内

で
の
部
品
調
達
を
中
国
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
輸
入
に
変
更
」す
る
た
め
の
ご

相
談
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、現

地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。最
近
の
円
安
で
日
系
メ
ー

カ
ー
は
一
部
製
品
の
製
造
を
日
本

国
内
に
戻
し
て
い
る
模
様
で
、現
地

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
生
産
は
減
少
し
て

い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
の
で
、

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
って
も「
カ

ネ
払
い
の
良
い
」日
系
の
新
規
取
引

先
確
保
は
貴
重
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
映
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。実
際
に

工
場
見
学
等
で
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

を
訪
問
し
た
際
に
は
、積
極
的
に
日

系
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し「
な
ん

と
か
成
約
さ
せ
た
い
」気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。そ
こ
に
日
中
関
係

悪
化
の
影
響
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ

ず
、や
は
り「
政
治
と
経
済
は
別
」で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」と
は
、

一
般
的
に「
中
国
に
生
産
拠
点
を

持
つ
日
本
の
製
造
業
者
が
、賃
金

上
昇
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
に
よ
る

労
働
事
情
の
悪
化
、及
び
日
中
関

係
悪
化
に
よ
る
反
日
デ
モ
発
生
な

ど
、中
国
一
国
集
中
で
は
何
か
と
リ

ス
ク
が
高
い
」と
認
識
し
始
め
た
こ

と
か
ら
、人
件
費
の
安
い
地
域
を
中

心
に
生
産
拠
点
を
分
散
さ
せ
る
リ

ス
ク
回
避
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。し
か
し
、業
種
や
製
品
の
特

性・部
品
調
達
先・最
終
消
費
地
等

を
検
証
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

中
国
で
作
る
べ
き
か
、別
の
地
域
と

す
る
の
か
、「
生
産
拠
点
の
最
適

化
」を
模
索
す
る
動
き
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
、決
し
て「
中
国
回

避
・
撤
退
」を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
大
連
で「
モ
ノ
作
り
」を
行
う
日

系
メ
ー
カ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

係
悪
化
の
影
響
は
至
る
所
で
散
見

さ
れ
、中
国
業
務
に
携
わ
る
日
本
人

に
と
っ
て
は「
強
烈
な
逆
風
」の
時

期
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
日
中
間
の
政
治
的
な
問

題
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
、中
国
で

は「
政
治
と
経
済
は
別
」と
考
え
る

人
が
多
く
、ま
た
F
F
G
の
お
取

引
先
も
以
前
と
変
わ
ら
ず
中
国
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
い
る
企
業

様
が
大
半
で
、目
に
見
え
る
影
響
は

ほ
と
ん
ど
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、最
近
の
新
聞
や
週
刊
誌
の
報
道

で
よ
く
見
ら
れ
る「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
」の
特
集
記
事
で
は
、「
中
国

回
避・撤
退
」を
印
象
付
け
る
過
激

な
表
現
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

非
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
駐
在
し
て
い
て

日
々
感
じ
る「
現
場
感
覚
と
報
道

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」に
つ
い
て
、現
地
に

進
出
し
て
い
る
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
交
え
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
大
連
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企

業
は
、日
本
領
事
館
へ
の
届
出
ベ
ー

ス
で
約
1
，2
0
0
社
で
す
。そ
の

う
ち
大
連
日
本
商
工
会
の
会
員
企

業
は
約
8
0
0
社
で
、上
海
の
約

2
，4
0
0
社
に
次
ぐ
第
2
位
の

規
模
を
誇
り
、特
に
製
造
業
が
集

積
す
る
経
済
技
術
開
発
区
の
会
員

企
業
は
3
2
0
社
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
大
連
に
は
こ
れ
ら
日
系
製

造
業
の
厳
し
い
要
求（
価
格
・
品

質
・
納
期
）を
満
た
す
現
地
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
多
数
集
積
し
て
お
り
、

「
モ
ノ
作
り
」の
厚
い
基
盤
が
あ
り

ま
す
。

じ
て
実
感
し
た
こ
と
は
、①
基
本
は

地
産
地
消
で
あ
る
こ
と
、②
汎
用

品
生
産
は
中
国
で
は
採
算
が
厳
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
、の
2
点
に
集

約
さ
れ
ま
す
。①
に
つ
い
て
は「
中

国
で
売
る
も
の
は
中
国
で
作
る
」、

②
に
つ
い
て
は「
高
機
能
品
・
高
付

加
価
値
製
品
は
中
国
生
産
で
も
採

算
は
合
う
が
、日
本
向
け
な
ど
輸

出
用
の
汎
用
品（
低
価
格
品
）生
産

は
、円
安
や
中
国
の
人
件
費
上
昇

で
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
」と
言
う

も
の
で
す
。

　
あ
る
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は「
中
国
で
売
る
も
の
は
中

国
で
作
る
。中
国
市
場
で
は『
よ
り

高
度
な
製
品
、付
加
価
値
の
高
い

製
品
』が
求
め
ら
れ
、市
場
規
模
も

大
き
く
、か
つ
良
く
売
れ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
集
積
し
て
い
る

中
国
で
の
生
産
を
、他
地
域
に
移

転
す
る
考
え
は
な
い
。」と
仰
っ
て

い
ま
す
。ま
た
別
の
大
手
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
か
ら
は「
人
件
費
の
上
昇

は
生
産
効
率
の
向
上
で
十
分
に
カ

状
態
が
慢
性
化
し
て
い
ま
す
。ま

た
、勤
続
18
年
の
当
事
務
所
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と
、足
元
で
は
食

用
油
が
5
㎏
40
元（
2
0
0
1

年
）か
ら
80
元
程
度
、米
が
5
0
0

ｇ
1.
6
元（
2
0
0
5
年
）か
ら

4
元
程
度
と
、価
格
は
確
か
に
上

昇
し
て
い
ま
す
が
人
件
費
の
上
昇

率
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、「
中
国
社

会
全
体
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」と

の
実
感
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
お
客
様
が
中
国
へ
の

輸
出
を
検
討
し
て
お
り
大
連
の
現

地
商
社
に
相
談
し
た
際
も
、最
初

の
質
問
は「
そ
れ
は
日
本
で
有
名

な
商
品
な
の
か
？
」と
言
う
も
の
で

し
た
。曰
く「
中
国
で
は
日
本
製
の

有
名
な
商
品
で
あ
れ
ば
高
く
て
も

売
れ
る
が
、有
名
で
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
」と
の
こ
と
で
す
。近
年
、中

国
で
は
富
裕
層
の
拡
大
に
つ
い
て

も
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、元

来
メ
ン
ツ
を
重
視
す
る
気
質
も

あ
っ
て「
メ
ン
ツ
を
高
く
保
つ
こ
と

が
で
き
る
高
額
品
」ほ
ど
良
く
売

れ
て
い
る
そ
う
で
、や
は
り
豊
か
に

な
っ
た
中
国
を
実
感
で
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
し
た
。

　
ま
た
、国
際
協
力
銀
行
が
毎
年

実
施
し
て
い
る「
有
望
事
業
展
開

国
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

【
図
１
】」で
は
、過
去
20
年
以
上
に
わ

た
り
中
国
が
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、日
本
企
業
に
と
っ
て
の
中
国
事

業
の
重
要
性
は
一
貫
し
て
い
る
の
で

す
が
、興
味
深
い
の
は「
有
望
と
考

え
る
理
由【
図
２
】」が「
安
価
な
労

働
力
」か
ら「
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

成
長
性
と
現
状
規
模
」や「
産
業
集

積
」に
入
れ
替
わ
り
つ
つ
第
１
位
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
結

果
を
見
て
も
、多
く
の
企
業
が「
中

国
を
市
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、引

続
き
生
産
拠
点
と
し
て
も
重
視
」

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

一
方
で「
有
望
な
市
場
」に
は
世
界

中
か
ら
競
争
相
手
が
集
ま
る
の
で
、

大
変
な
苦
労
も
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
る
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は
、チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
に

つ
い
て「
中
国
は
必
須
で
、そ
れ
プ

ラ
ス
い
ず
れ
か
の
国
」と
仰
っ
て
い

バ
ー
で
き
る
。人
員
は
現
状
維
持
で

も
自
動
化
省
力
化
機
械
導
入
に
よ

り
生
産
量
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、人
件
費
上
昇
は
吸
収
可
能
。

中
国
で
は
ス
キ
ー
用
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
用
の
高
機
能
衣
料
品
の
売
れ
行

き
が
好
調
で
工
場
は
フ
ル
稼
働
し

て
お
り
、市
場
と
し
て
最
重
要
と
認

識
し
て
い
る
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

 

一
方
、労
働
集
約
型
で
自
動
化
が

難
し
い
業
種
、あ
る
い
は
大
量
生
産

さ
れ
る
汎
用
品
等
は
、最
終
消
費

地
が
中
国
で
あ
っ
て
も
生
産
拠
点

の
移
転
は
一
部
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。例
え
ば
、運
動
用
衣
料
品
や
男

性
用
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
な
ど
は
、

人
件
費
の
安
い
地
域
に
原
料
を
持

ち
込
み
、加
工
賃
の
み
支
払
っ
て
製

品
は
全
量
引
き
取
る「
加
工
貿
易
」

が
一
般
的
で
す
。大
連
は
か
つ
て
こ

の「
加
工
貿
易
」で
経
済
発
展
を
遂

げ
た
の
で
す
が
、日
系
商
社
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、こ
れ
ら
産
業
の
多

く
は
人
件
費
の
安
い
地
域
に
加
工

委
託
先
が
変
更
さ
れ
て
お
り「
大

連
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
」と
の
こ
と
で
す
。

　
大
連
は
改
革
開
放
政
策
に
よ
る

対
外
開
放
の
2
番
手
グ
ル
ー
プ
と

し
て
1
9
8
4
年
に
外
資
の
受
入

を
始
め
た
こ
と
か
ら
業
歴
の
長
い

日
系
製
造
業
が
多
い
の
で
す
が
、あ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
者
の
話
で

は「
古
く
か
ら
進
出
し
て
い
る
日
系

メ
ー
カ
ー
は
汎
用
品
生
産
が
中
心

の
大
企
業
が
多
く
、勤
続
年
数
が

長
い
社
員
の
給
与
は
年
率
10
％
程

度
で
毎
年
上
が
っ
て
お
り
人
件
費
の

負
担
が
重
い
。ま
た
、進
出
当
初
は

大
半
が
日
本
向
け
の
製
造
工
場
で

あ
っ
た
が
、中
国
国
内
ま
た
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
高
付
加
価
値
製
品
を

供
給
す
る
拠
点
に
転
換
で
き
て
い

な
い
企
業
は
、撤
退
も
含
め
た
大
規

模
な
リ
ス
ト
ラ
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、日
系
大
企
業
に
部
品
供

給
す
る
た
め
工
場
進
出
し
て
い
る

日
本
の
中
小
製
造
業
に
つ
い
て
も

「
同
様
に
人
件
費
上
昇
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、値
上
げ
要
請
の
動
き

も
見
ら
れ
る
」と
の
こ
と
で
す
。大

企
業
側
は「
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が

撤
退
、ま
た
は（
値
上
げ
で
き
な
い

場
合
は
）供
給
停
止
な
ど
を
本
気

で
交
渉
し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
」と
の
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
中
国
に
お
け
る
人
件
費
の
上
昇

は
、「
中
国
人
の
購
買
力
向
上
」、

及
び「
中
国
市
場
の
拡
大
」と
表
裏

一
体
の
関
係
で
す
。人
件
費
上
昇

に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
見
て
み

る
と
、大
連
市
の
平
均
給
与
は

2
0
0
1
年
の
1
，0
3
6
元
か

ら
2
0
1
2
年
は
4
，5
6
8
元

と
4.
4
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、例
え
ば
タ
ク
シ
ー
の
初
乗

り
運
賃
は
6
元
か
ら
8
元
と
わ
ず

か
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、大

連
市
内
で
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

一
般
化
し
非
常
に
捕
ま
り
に
く
い

ま
し
た
。曰
く「
中
国
の
商
流
を
失

う
と
、日
本
国
内
の
商
流
も
守
れ

な
い
。既
存
の
商
売
を
一
度
失
う

と
、後
は
価
格
勝
負
で
し
か
取
り

戻
せ
な
く
な
る
の
で『
中
国
は
押
さ

え
る
べ
き
重
要
拠
点
』と
し
て
人
員

も
厚
く
配
置
し
て
い
る
。本
当
は
販

路
拡
大
に
攻
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

競
争
が
激
し
く
守
り
で
手
一
杯
」と

の
こ
と
で
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」の
潮

流
の
中
で
は
意
外
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、2
0
1
2
年
の
中
国
の
対

内
直
接
投
資【
図
3
】で
、日
本
は
国

別
で
世
界
第
１
位（
香
港
を
除
く
）

の
73
億
8
，0
0
0
万
ド
ル
で
し

た
。日
中
関
係
は
冷
え
込
ん
で
い
る

も
の
の
日
本
企
業
は
中
国
へ
の
投

資
を
継
続
し
て
お
り
、前
述
の「
有

望
事
業
展
開
国
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
裏
付
け
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ

ン
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、中
国
に
進

出
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
中

心
に
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。冒
頭
で

「
違
和
感
を
覚
え
る
」と
申
し
上
げ

た
の
は
、新
聞
報
道
等
に
よ
る
影
響

で「
中
国
か
ら
他
地
域
へ
製
造
拠
点

が
シ
フ
ト
し
て
い
る
」「
こ
の
流
れ
は

加
速
化
し
て
い
る
」等
の
イ
メ
ー
ジ

が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。リ

ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
強
く
意

識
し
た
こ
と
は
、特
に
こ
れ
ま
で
中

国
に
来
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に

対
し
て「
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
」と
の
思
い
で
す
。

　
進
出
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」に
つ

い
て
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、昨
今

の
日
中
問
題
に
関
係
な
く「
人
件

費
上
昇
や
高
付
加
価
値
製
品
を
求

め
る
中
国
市
場
の
ニ
ー
ズ
等
、事
業

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
産
拠
点
見

直
し
の
動
き
」で
あ
り
、繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が「
中
国
回
避
・
撤

退
」で
は
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。　

　
さ
て
、福
岡
銀
行
は
以
前「
ア
ジ

ア
四
季
報
」と
い
う
季
刊
誌
を
発

行
し
て
い
ま
し
て
、2
0
0
2
年
春

号
に
私
が「
さ
よ
な
ら
大
連
」と
題

し
て
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。私
の

大
連
駐
在
は
今
回
が
2
回
目
で
、

前
回
は
2
0
0
2
年
3
月
に
帰
任

し
た
の
で
す
が
、当
時
の
リ
ポ
ー
ト

で
は「
大
連
の
弱
点
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
集
積
が
な
い
こ
と
で
、大
連

市
政
府
は
良
質
か
つ
低
コ
ス
ト
の

部
品
を
供
給
で
き
る
日
本
の
中
小

製
造
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
る
」と

記
し
て
い
ま
し
た
。今
回
の
リ
ポ
ー

ト
で
は「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
集
積
が

他
地
域
に
は
な
い
大
連
の
財
産
」

と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、大
連
市
が

着
実
な
経
済
発
展
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
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【図1】中期的な有望事業展開先国・地域についての調査（出所：国際協力銀行）

【図２】中国の有望理由（出所：国際協力銀行）

9392 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12

中国
インド
インドネシア
タイ
ベトナム
ブラジル
ロシア
米国

購
買
力
の
向
上

100

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

（%）

（年度）
（社）

2012
（312）

2011
（351）

2010
（394）

2009
（348）

2008
（294）

現地マーケットの
今後の成長性
現地マーケットの現状規模
組み立てメーカーへの
供給拠点として
安価な労働力
産業集積がある

73.4%

46.8%

（大連駐在員事務所）

61 FFG MONTHLY SURVEY Vol.66



　
私
は
2
0
1
2
年
9
月
に
大
連

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。当
時
は
尖

閣
諸
島
問
題
を
発
端
と
し
た
反
日

デ
モ
が
中
国
全
土
で
展
開
さ
れ
、親

日
的
な
土
地
柄
で
知
ら
れ
る
大
連

で
も
日
本
人
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
拒
否
が
頻
発
す
る
な
ど
重
々

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
12
年

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
大
連

－

地
方
銀
行
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
」が
延
期
に
な
る
な
ど
日
中
関

　
日
系
企
業
の
進
出
は
、当
初
は

加
工
貿
易
主
体
の
製
造
業
が
中
心

で
し
た
が
、次
第
に
中
国
市
場
向
け

の
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
過
程
に
お
い

て「
部
品
の
現
地
調
達
」の
重
要
性

が
増
し
た
こ
と
か
ら
、進
出
企
業
と

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
一
緒
に
時

間
を
か
け
て
現
在
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
作
り
上
げ
て
お
り
、こ

れ
ら
は
他
地
域
に
は
変
え
が
た
い

大
連
の
財
産
で
す
。

 

一
方
、F
F
G
の
お
取
引
先
か
ら

は「
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
日
本
国
内

で
の
部
品
調
達
を
中
国
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
輸
入
に
変
更
」す
る
た
め
の
ご

相
談
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、現

地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。最
近
の
円
安
で
日
系
メ
ー

カ
ー
は
一
部
製
品
の
製
造
を
日
本

国
内
に
戻
し
て
い
る
模
様
で
、現
地

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
生
産
は
減
少
し
て

い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
の
で
、

現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
って
も「
カ

ネ
払
い
の
良
い
」日
系
の
新
規
取
引

先
確
保
は
貴
重
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
映
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。実
際
に

工
場
見
学
等
で
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

を
訪
問
し
た
際
に
は
、積
極
的
に
日

系
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し「
な
ん

と
か
成
約
さ
せ
た
い
」気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。そ
こ
に
日
中
関
係

悪
化
の
影
響
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ

ず
、や
は
り「
政
治
と
経
済
は
別
」で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」と
は
、

一
般
的
に「
中
国
に
生
産
拠
点
を

持
つ
日
本
の
製
造
業
者
が
、賃
金

上
昇
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
に
よ
る

労
働
事
情
の
悪
化
、及
び
日
中
関

係
悪
化
に
よ
る
反
日
デ
モ
発
生
な

ど
、中
国
一
国
集
中
で
は
何
か
と
リ

ス
ク
が
高
い
」と
認
識
し
始
め
た
こ

と
か
ら
、人
件
費
の
安
い
地
域
を
中

心
に
生
産
拠
点
を
分
散
さ
せ
る
リ

ス
ク
回
避
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。し
か
し
、業
種
や
製
品
の
特

性・部
品
調
達
先・最
終
消
費
地
等

を
検
証
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

中
国
で
作
る
べ
き
か
、別
の
地
域
と

す
る
の
か
、「
生
産
拠
点
の
最
適

化
」を
模
索
す
る
動
き
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
、決
し
て「
中
国
回

避
・
撤
退
」を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
大
連
で「
モ
ノ
作
り
」を
行
う
日

系
メ
ー
カ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

係
悪
化
の
影
響
は
至
る
所
で
散
見

さ
れ
、中
国
業
務
に
携
わ
る
日
本
人

に
と
っ
て
は「
強
烈
な
逆
風
」の
時

期
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
日
中
間
の
政
治
的
な
問

題
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
、中
国
で

は「
政
治
と
経
済
は
別
」と
考
え
る

人
が
多
く
、ま
た
F
F
G
の
お
取

引
先
も
以
前
と
変
わ
ら
ず
中
国
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
い
る
企
業

様
が
大
半
で
、目
に
見
え
る
影
響
は

ほ
と
ん
ど
払
拭
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、最
近
の
新
聞
や
週
刊
誌
の
報
道

で
よ
く
見
ら
れ
る「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ス
ワ
ン
」の
特
集
記
事
で
は
、「
中
国

回
避・撤
退
」を
印
象
付
け
る
過
激

な
表
現
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

非
常
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
駐
在
し
て
い
て

日
々
感
じ
る「
現
場
感
覚
と
報
道

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」に
つ
い
て
、現
地
に

進
出
し
て
い
る
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
交
え
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
大
連
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企

業
は
、日
本
領
事
館
へ
の
届
出
ベ
ー

ス
で
約
1
，2
0
0
社
で
す
。そ
の

う
ち
大
連
日
本
商
工
会
の
会
員
企

業
は
約
8
0
0
社
で
、上
海
の
約

2
，4
0
0
社
に
次
ぐ
第
2
位
の

規
模
を
誇
り
、特
に
製
造
業
が
集

積
す
る
経
済
技
術
開
発
区
の
会
員

企
業
は
3
2
0
社
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
大
連
に
は
こ
れ
ら
日
系
製

造
業
の
厳
し
い
要
求（
価
格
・
品

質
・
納
期
）を
満
た
す
現
地
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
多
数
集
積
し
て
お
り
、

「
モ
ノ
作
り
」の
厚
い
基
盤
が
あ
り

ま
す
。

じ
て
実
感
し
た
こ
と
は
、①
基
本
は

地
産
地
消
で
あ
る
こ
と
、②
汎
用

品
生
産
は
中
国
で
は
採
算
が
厳
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
、の
2
点
に
集

約
さ
れ
ま
す
。①
に
つ
い
て
は「
中

国
で
売
る
も
の
は
中
国
で
作
る
」、

②
に
つ
い
て
は「
高
機
能
品
・
高
付

加
価
値
製
品
は
中
国
生
産
で
も
採

算
は
合
う
が
、日
本
向
け
な
ど
輸

出
用
の
汎
用
品（
低
価
格
品
）生
産

は
、円
安
や
中
国
の
人
件
費
上
昇

で
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
」と
言
う

も
の
で
す
。

　
あ
る
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は「
中
国
で
売
る
も
の
は
中

国
で
作
る
。中
国
市
場
で
は『
よ
り

高
度
な
製
品
、付
加
価
値
の
高
い

製
品
』が
求
め
ら
れ
、市
場
規
模
も

大
き
く
、か
つ
良
く
売
れ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
集
積
し
て
い
る

中
国
で
の
生
産
を
、他
地
域
に
移

転
す
る
考
え
は
な
い
。」と
仰
っ
て

い
ま
す
。ま
た
別
の
大
手
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
か
ら
は「
人
件
費
の
上
昇

は
生
産
効
率
の
向
上
で
十
分
に
カ

状
態
が
慢
性
化
し
て
い
ま
す
。ま

た
、勤
続
18
年
の
当
事
務
所
現
地

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と
、足
元
で
は
食

用
油
が
5
㎏
40
元（
2
0
0
1

年
）か
ら
80
元
程
度
、米
が
5
0
0

ｇ
1.
6
元（
2
0
0
5
年
）か
ら

4
元
程
度
と
、価
格
は
確
か
に
上

昇
し
て
い
ま
す
が
人
件
費
の
上
昇

率
と
は
比
較
に
な
ら
ず
、「
中
国
社

会
全
体
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」と

の
実
感
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
お
客
様
が
中
国
へ
の

輸
出
を
検
討
し
て
お
り
大
連
の
現

地
商
社
に
相
談
し
た
際
も
、最
初

の
質
問
は「
そ
れ
は
日
本
で
有
名

な
商
品
な
の
か
？
」と
言
う
も
の
で

し
た
。曰
く「
中
国
で
は
日
本
製
の

有
名
な
商
品
で
あ
れ
ば
高
く
て
も

売
れ
る
が
、有
名
で
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
」と
の
こ
と
で
す
。近
年
、中

国
で
は
富
裕
層
の
拡
大
に
つ
い
て

も
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、元

来
メ
ン
ツ
を
重
視
す
る
気
質
も

あ
っ
て「
メ
ン
ツ
を
高
く
保
つ
こ
と

が
で
き
る
高
額
品
」ほ
ど
良
く
売

れ
て
い
る
そ
う
で
、や
は
り
豊
か
に

な
っ
た
中
国
を
実
感
で
き
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
し
た
。

　
ま
た
、国
際
協
力
銀
行
が
毎
年

実
施
し
て
い
る「
有
望
事
業
展
開

国
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

【
図
１
】」で
は
、過
去
20
年
以
上
に
わ

た
り
中
国
が
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、日
本
企
業
に
と
っ
て
の
中
国
事

業
の
重
要
性
は
一
貫
し
て
い
る
の
で

す
が
、興
味
深
い
の
は「
有
望
と
考

え
る
理
由【
図
２
】」が「
安
価
な
労

働
力
」か
ら「
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

成
長
性
と
現
状
規
模
」や「
産
業
集

積
」に
入
れ
替
わ
り
つ
つ
第
１
位
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
結

果
を
見
て
も
、多
く
の
企
業
が「
中

国
を
市
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、引

続
き
生
産
拠
点
と
し
て
も
重
視
」

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

一
方
で「
有
望
な
市
場
」に
は
世
界

中
か
ら
競
争
相
手
が
集
ま
る
の
で
、

大
変
な
苦
労
も
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
る
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は
、チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
に

つ
い
て「
中
国
は
必
須
で
、そ
れ
プ

ラ
ス
い
ず
れ
か
の
国
」と
仰
っ
て
い

バ
ー
で
き
る
。人
員
は
現
状
維
持
で

も
自
動
化
省
力
化
機
械
導
入
に
よ

り
生
産
量
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、人
件
費
上
昇
は
吸
収
可
能
。

中
国
で
は
ス
キ
ー
用
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
用
の
高
機
能
衣
料
品
の
売
れ
行

き
が
好
調
で
工
場
は
フ
ル
稼
働
し

て
お
り
、市
場
と
し
て
最
重
要
と
認

識
し
て
い
る
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

 

一
方
、労
働
集
約
型
で
自
動
化
が

難
し
い
業
種
、あ
る
い
は
大
量
生
産

さ
れ
る
汎
用
品
等
は
、最
終
消
費

地
が
中
国
で
あ
っ
て
も
生
産
拠
点

の
移
転
は
一
部
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。例
え
ば
、運
動
用
衣
料
品
や
男

性
用
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
な
ど
は
、

人
件
費
の
安
い
地
域
に
原
料
を
持

ち
込
み
、加
工
賃
の
み
支
払
っ
て
製

品
は
全
量
引
き
取
る「
加
工
貿
易
」

が
一
般
的
で
す
。大
連
は
か
つ
て
こ

の「
加
工
貿
易
」で
経
済
発
展
を
遂

げ
た
の
で
す
が
、日
系
商
社
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、こ
れ
ら
産
業
の
多

く
は
人
件
費
の
安
い
地
域
に
加
工

委
託
先
が
変
更
さ
れ
て
お
り「
大

連
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
」と
の
こ
と
で
す
。

　
大
連
は
改
革
開
放
政
策
に
よ
る

対
外
開
放
の
2
番
手
グ
ル
ー
プ
と

し
て
1
9
8
4
年
に
外
資
の
受
入

を
始
め
た
こ
と
か
ら
業
歴
の
長
い

日
系
製
造
業
が
多
い
の
で
す
が
、あ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
者
の
話
で

は「
古
く
か
ら
進
出
し
て
い
る
日
系

メ
ー
カ
ー
は
汎
用
品
生
産
が
中
心

の
大
企
業
が
多
く
、勤
続
年
数
が

長
い
社
員
の
給
与
は
年
率
10
％
程

度
で
毎
年
上
が
っ
て
お
り
人
件
費
の

負
担
が
重
い
。ま
た
、進
出
当
初
は

大
半
が
日
本
向
け
の
製
造
工
場
で

あ
っ
た
が
、中
国
国
内
ま
た
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
高
付
加
価
値
製
品
を

供
給
す
る
拠
点
に
転
換
で
き
て
い

な
い
企
業
は
、撤
退
も
含
め
た
大
規

模
な
リ
ス
ト
ラ
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、日
系
大
企
業
に
部
品
供

給
す
る
た
め
工
場
進
出
し
て
い
る

日
本
の
中
小
製
造
業
に
つ
い
て
も

「
同
様
に
人
件
費
上
昇
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、値
上
げ
要
請
の
動
き

も
見
ら
れ
る
」と
の
こ
と
で
す
。大

企
業
側
は「
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が

撤
退
、ま
た
は（
値
上
げ
で
き
な
い

場
合
は
）供
給
停
止
な
ど
を
本
気

で
交
渉
し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
」と
の
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
中
国
に
お
け
る
人
件
費
の
上
昇

は
、「
中
国
人
の
購
買
力
向
上
」、

及
び「
中
国
市
場
の
拡
大
」と
表
裏

一
体
の
関
係
で
す
。人
件
費
上
昇

に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
見
て
み

る
と
、大
連
市
の
平
均
給
与
は

2
0
0
1
年
の
1
，0
3
6
元
か

ら
2
0
1
2
年
は
4
，5
6
8
元

と
4.
4
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、例
え
ば
タ
ク
シ
ー
の
初
乗

り
運
賃
は
6
元
か
ら
8
元
と
わ
ず

か
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、大

連
市
内
で
は
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が

一
般
化
し
非
常
に
捕
ま
り
に
く
い

ま
し
た
。曰
く「
中
国
の
商
流
を
失

う
と
、日
本
国
内
の
商
流
も
守
れ

な
い
。既
存
の
商
売
を
一
度
失
う

と
、後
は
価
格
勝
負
で
し
か
取
り

戻
せ
な
く
な
る
の
で『
中
国
は
押
さ

え
る
べ
き
重
要
拠
点
』と
し
て
人
員

も
厚
く
配
置
し
て
い
る
。本
当
は
販

路
拡
大
に
攻
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

競
争
が
激
し
く
守
り
で
手
一
杯
」と

の
こ
と
で
す
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」の
潮

流
の
中
で
は
意
外
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、2
0
1
2
年
の
中
国
の
対

内
直
接
投
資【
図
3
】で
、日
本
は
国

別
で
世
界
第
１
位（
香
港
を
除
く
）

の
73
億
8
，0
0
0
万
ド
ル
で
し

た
。日
中
関
係
は
冷
え
込
ん
で
い
る

も
の
の
日
本
企
業
は
中
国
へ
の
投

資
を
継
続
し
て
お
り
、前
述
の「
有

望
事
業
展
開
国
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
裏
付
け
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ

ン
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、中
国
に
進

出
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
中

心
に
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。冒
頭
で

「
違
和
感
を
覚
え
る
」と
申
し
上
げ

た
の
は
、新
聞
報
道
等
に
よ
る
影
響

で「
中
国
か
ら
他
地
域
へ
製
造
拠
点

が
シ
フ
ト
し
て
い
る
」「
こ
の
流
れ
は

加
速
化
し
て
い
る
」等
の
イ
メ
ー
ジ

が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。リ

ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
強
く
意

識
し
た
こ
と
は
、特
に
こ
れ
ま
で
中

国
に
来
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に

対
し
て「
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
」と
の
思
い
で
す
。

　
進
出
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

し
て「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
」に
つ

い
て
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、昨
今

の
日
中
問
題
に
関
係
な
く「
人
件

費
上
昇
や
高
付
加
価
値
製
品
を
求

め
る
中
国
市
場
の
ニ
ー
ズ
等
、事
業

環
境
の
変
化
に
よ
る
生
産
拠
点
見

直
し
の
動
き
」で
あ
り
、繰
り
返
し

に
な
り
ま
す
が「
中
国
回
避
・
撤

退
」で
は
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。　

　
さ
て
、福
岡
銀
行
は
以
前「
ア
ジ

ア
四
季
報
」と
い
う
季
刊
誌
を
発

行
し
て
い
ま
し
て
、2
0
0
2
年
春

号
に
私
が「
さ
よ
な
ら
大
連
」と
題

し
て
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。私
の

大
連
駐
在
は
今
回
が
2
回
目
で
、

前
回
は
2
0
0
2
年
3
月
に
帰
任

し
た
の
で
す
が
、当
時
の
リ
ポ
ー
ト

で
は「
大
連
の
弱
点
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
の
集
積
が
な
い
こ
と
で
、大
連

市
政
府
は
良
質
か
つ
低
コ
ス
ト
の

部
品
を
供
給
で
き
る
日
本
の
中
小

製
造
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
る
」と

記
し
て
い
ま
し
た
。今
回
の
リ
ポ
ー

ト
で
は「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
集
積
が

他
地
域
に
は
な
い
大
連
の
財
産
」

と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、大
連
市
が

着
実
な
経
済
発
展
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
小
田 

周
平
）

【図3】中国の国別対内直接投資額推移（出所：ジェトロ）
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福
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

福
岡
銀
行
平
尾
支
店
の
お
取
引
先
企
業

協
同
組
合
福
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
藤
村
代
表
理
事
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

海外進出に役立つ情報をご紹介します。

海 外
進 出 の

つ ぼ

外
国
人
技
能
実
習
生
の
レ
ベ
ル
は
い
か
が
で

し
ょ
う
？

当
組
合
で
は
外
国
人
技
能
実
習
生
の
募
集
に
関

し
て
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
府
認

定
派
遣
機
関
と
直
接
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。い
ず
れ

も
、そ
の
国
の
政
府
が
認
定
し
た
正
規
の
労
働
者
海
外

派
遣
機
関
で
す
の
で
、確
か
な
方
法
で
の
優
秀
な
人
材
の

選
抜
が
可
能
で
す
。加
え
て
、や
は
り
実
習
生
の
熱
心
な

取
り
組
み
姿
勢
は
他
の
社
員
の
意
識
向
上
に
も
つ
な
が

り
企
業
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
の
で
、そ
こ
も
評
価
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
習
生
の
受
入
企
業
に
は
、煩
雑
な
行
政
手
続

き
や
滞
在
期
間
中
の
教
育
や
生
活
指
導
な
ど

様
々
な
負
担
が
あ
る
の
で
は
？

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
、受
入

企
業
の
多
く
は
中
小
企
業
で
す
。外
国
人
を
教

育・指
導
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
そ
れ
を
管
理
す
る
ま
で
の
人

的
余
裕
が
あ
る
企
業
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

当
組
合
で
は
経
験
豊
富
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
語
教

育
や
生
活
指
導
を
行
う
他
、受
入
企
業
の
要
望
に
沿
っ

た
専
門
知
識
な
ど
実
践
で
使
え
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、在
留
資
格
の
更
新
な
ど
の
行
政
手
続
き
や
定
期

日
本
で
外
国
人
を〝
労
働
者
〞と
し
て
雇
用
す

る
の
と
は
、ど
の
様
に
違
う
の
で
す
か
？

現
在
の
日
本
は
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
非
常
に

閉
鎖
的
で
す
。外
国
人
が
日
本
で
労
働
す
る
に
は

就
業
ビ
ザ
が
必
要
で
す
が
、そ
の
取
得
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
って
い
ま
す
。大
学
教
授
や
経
営
者
な
ど
い
わ
ゆ

る
高
度
人
材
で
な
け
れ
ば
、な
か
な
か
長
期
間
の
就
業
ビ
ザ

は
取
れ
ま
せ
ん
し
、当
然
に
高
額
の
報
酬
が
必
要
で
す
。製

造
加
工
現
場
への
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
要
望
は
根

強
い
の
で
す
が
、現
状
就
業
ビ
ザ
取
得
は
困
難
で
す
し
、コ

ス
ト
が
見
合
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、技
能
実
習
生
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、人
件
費
等
を
抑
え
た
う
え
で
３
年
間
外

国
人
を
雇
用
し
就
労
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

実
習
生
の
受
入
企
業
に
は
、ど
の
様
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
か
？

海
外
進
出
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
、進

出
先
で
の
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
役
立
つ
こ
と

で
す
。海
外
に
進
出
す
る
際
、ま
ず
難
し
い
の
が
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
雇
用
で
す
。現
地
で
人
材
を
育
て
る
に
も
一
朝

一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。し
か
も
外
国
人
は
定
着
率
も
低

く
、せ
っ
か
く
一
か
ら
育
て
た
人
材
も
簡
単
に
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、本
事
業
で
受
け
入
れ
た
実
習
生
を
帰
国
後

に
現
地
で
採
用
す
る
こ
と
で
、日
本
語
は
も
ち
ろ
ん
、要

求
さ
れ
る
製
品
の
品
質
レ
ベ
ル
や
、教
育
し
づ
ら
い
社
風

ま
で
を
も
身
に
つ
け
た
人
材
を
確
保
で
き
る
の
で
す
。海

外
で
採
用
し
、一
か
ら
育
て
る
苦
労
が
な
い
分
、人
材
確

保
の
方
法
と
し
て
は
効
率
的
で
す
。ま
た
、実
習
生
は
来

日
中
に
日
本
の
生
活
習
慣
に
も
精
通
し
ま
す
し
、何
よ

り
そ
の
積
極
的
な
学
ぶ
姿
勢
は
海
外
で
採
用
し
た
外
国

人
ス
タ
ッ
フ
の
よ
い
見
本
と
な
り
、よ
き
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
ま
す
。

　
他
に
も
、向
上
心
旺
盛
な
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
よ

る
企
業
内
の
活
性
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。実
習
生
は

技
能
習
得
を
目
的
に
来
日
し
ま
す
の
で
、そ
の
積
極
的

な
学
ぶ
姿
勢
は
日
本
人
社
員
に
良
い
刺
激
を
あ
た
え

ま
す
。

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
事
業
を
行
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

は
い
。こ
の
事
業
は
、諸
外
国
か
ら
主
に
20
歳
代

の
実
習
生
を
受
け
入
れ
、製
造
加
工
現
場
で
作

業（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）を
行
い
な
が
ら
の
3
年
間
の
実
習
を
通
じ

て
、日
本
の
優
れ
た「
技
術・技
能・知
識
」を
実
習
生
に

移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、帰
国
後
に
母
国
の
産
業
振
興

に
寄
与
で
き
る
優
秀
な
人
材
の
育
成
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。当
組
合
は
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）以
降
、中

国
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
1
，2
0
0
名
を
超
え

る
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。実
習
生
は
当
組
合

で
日
本
語
講
習
等
を
受
け
た
の
ち
、実
習
先
の
製
造
加

工
等
を
行
う
受
入
企
業
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

的
な
受
入
企
業
と
実
習
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、実
習

期
間
中
に
発
生
す
る
病
気
や
怪
我
へ
の
対
応
ま
で
、幅
広

い
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
す
の
で
、初
め
て
実
習
生
を
受
け

入
れ
る
中
小
企
業
に
も
安
心
で
す
。

　
外
国
人
を
日
本
で
育
成
し
彼
ら
を
海
外
進
出
し
た

際
に
即
戦
力
と
し
て
再
度
活
用
す
る
方
法
が
あ
る
こ

と
を
、中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
企
業
経
営
者
の
方
に
是

非
知
っ
て
い
だ
き
た
い
で
す
。当
組
合
で
は
、外
国
人
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
か
ら
、現
地
で
の
雇
用
方
法
ま

で
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

海
外
進
出
を
検
討
す
る
企
業
の
強
い
味
方
と
な

り
そ
う
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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福
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

福
岡
銀
行
平
尾
支
店
の
お
取
引
先
企
業

協
同
組
合
福
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
藤
村
代
表
理
事
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

海外進出に役立つ情報をご紹介します。

海 外
進 出 の

つ ぼ

外
国
人
技
能
実
習
生
の
レ
ベ
ル
は
い
か
が
で

し
ょ
う
？

当
組
合
で
は
外
国
人
技
能
実
習
生
の
募
集
に
関

し
て
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
府
認

定
派
遣
機
関
と
直
接
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。い
ず
れ

も
、そ
の
国
の
政
府
が
認
定
し
た
正
規
の
労
働
者
海
外

派
遣
機
関
で
す
の
で
、確
か
な
方
法
で
の
優
秀
な
人
材
の

選
抜
が
可
能
で
す
。加
え
て
、や
は
り
実
習
生
の
熱
心
な

取
り
組
み
姿
勢
は
他
の
社
員
の
意
識
向
上
に
も
つ
な
が

り
企
業
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
の
で
、そ
こ
も
評
価
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
習
生
の
受
入
企
業
に
は
、煩
雑
な
行
政
手
続

き
や
滞
在
期
間
中
の
教
育
や
生
活
指
導
な
ど

様
々
な
負
担
が
あ
る
の
で
は
？

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
、受
入

企
業
の
多
く
は
中
小
企
業
で
す
。外
国
人
を
教

育・指
導
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
そ
れ
を
管
理
す
る
ま
で
の
人

的
余
裕
が
あ
る
企
業
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

当
組
合
で
は
経
験
豊
富
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
語
教

育
や
生
活
指
導
を
行
う
他
、受
入
企
業
の
要
望
に
沿
っ

た
専
門
知
識
な
ど
実
践
で
使
え
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、在
留
資
格
の
更
新
な
ど
の
行
政
手
続
き
や
定
期

日
本
で
外
国
人
を〝
労
働
者
〞と
し
て
雇
用
す

る
の
と
は
、ど
の
様
に
違
う
の
で
す
か
？

現
在
の
日
本
は
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
非
常
に

閉
鎖
的
で
す
。外
国
人
が
日
本
で
労
働
す
る
に
は

就
業
ビ
ザ
が
必
要
で
す
が
、そ
の
取
得
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
って
い
ま
す
。大
学
教
授
や
経
営
者
な
ど
い
わ
ゆ

る
高
度
人
材
で
な
け
れ
ば
、な
か
な
か
長
期
間
の
就
業
ビ
ザ

は
取
れ
ま
せ
ん
し
、当
然
に
高
額
の
報
酬
が
必
要
で
す
。製

造
加
工
現
場
への
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
要
望
は
根

強
い
の
で
す
が
、現
状
就
業
ビ
ザ
取
得
は
困
難
で
す
し
、コ

ス
ト
が
見
合
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、技
能
実
習
生
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、人
件
費
等
を
抑
え
た
う
え
で
３
年
間
外

国
人
を
雇
用
し
就
労
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

実
習
生
の
受
入
企
業
に
は
、ど
の
様
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
か
？

海
外
進
出
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
、進

出
先
で
の
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
役
立
つ
こ
と

で
す
。海
外
に
進
出
す
る
際
、ま
ず
難
し
い
の
が
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
雇
用
で
す
。現
地
で
人
材
を
育
て
る
に
も
一
朝

一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。し
か
も
外
国
人
は
定
着
率
も
低

く
、せ
っ
か
く
一
か
ら
育
て
た
人
材
も
簡
単
に
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、本
事
業
で
受
け
入
れ
た
実
習
生
を
帰
国
後

に
現
地
で
採
用
す
る
こ
と
で
、日
本
語
は
も
ち
ろ
ん
、要

求
さ
れ
る
製
品
の
品
質
レ
ベ
ル
や
、教
育
し
づ
ら
い
社
風

ま
で
を
も
身
に
つ
け
た
人
材
を
確
保
で
き
る
の
で
す
。海

外
で
採
用
し
、一
か
ら
育
て
る
苦
労
が
な
い
分
、人
材
確

保
の
方
法
と
し
て
は
効
率
的
で
す
。ま
た
、実
習
生
は
来

日
中
に
日
本
の
生
活
習
慣
に
も
精
通
し
ま
す
し
、何
よ

り
そ
の
積
極
的
な
学
ぶ
姿
勢
は
海
外
で
採
用
し
た
外
国

人
ス
タ
ッ
フ
の
よ
い
見
本
と
な
り
、よ
き
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
ま
す
。

　
他
に
も
、向
上
心
旺
盛
な
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
よ

る
企
業
内
の
活
性
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。実
習
生
は

技
能
習
得
を
目
的
に
来
日
し
ま
す
の
で
、そ
の
積
極
的

な
学
ぶ
姿
勢
は
日
本
人
社
員
に
良
い
刺
激
を
あ
た
え

ま
す
。

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
事
業
を
行
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

は
い
。こ
の
事
業
は
、諸
外
国
か
ら
主
に
20
歳
代

の
実
習
生
を
受
け
入
れ
、製
造
加
工
現
場
で
作

業（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）を
行
い
な
が
ら
の
3
年
間
の
実
習
を
通
じ

て
、日
本
の
優
れ
た「
技
術・技
能・知
識
」を
実
習
生
に

移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、帰
国
後
に
母
国
の
産
業
振
興

に
寄
与
で
き
る
優
秀
な
人
材
の
育
成
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。当
組
合
は
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）以
降
、中

国
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
1
，2
0
0
名
を
超
え

る
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。実
習
生
は
当
組
合

で
日
本
語
講
習
等
を
受
け
た
の
ち
、実
習
先
の
製
造
加

工
等
を
行
う
受
入
企
業
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

的
な
受
入
企
業
と
実
習
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、実
習

期
間
中
に
発
生
す
る
病
気
や
怪
我
へ
の
対
応
ま
で
、幅
広

い
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
す
の
で
、初
め
て
実
習
生
を
受
け

入
れ
る
中
小
企
業
に
も
安
心
で
す
。

　
外
国
人
を
日
本
で
育
成
し
彼
ら
を
海
外
進
出
し
た

際
に
即
戦
力
と
し
て
再
度
活
用
す
る
方
法
が
あ
る
こ

と
を
、中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
企
業
経
営
者
の
方
に
是

非
知
っ
て
い
だ
き
た
い
で
す
。当
組
合
で
は
、外
国
人
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
か
ら
、現
地
で
の
雇
用
方
法
ま

で
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

海
外
進
出
を
検
討
す
る
企
業
の
強
い
味
方
と
な

り
そ
う
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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外
国
人
技
能
実
習
生
の
レ
ベ
ル
は
い
か
が
で

し
ょ
う
？

当
組
合
で
は
外
国
人
技
能
実
習
生
の
募
集
に
関

し
て
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
府
認

定
派
遣
機
関
と
直
接
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。い
ず
れ

も
、そ
の
国
の
政
府
が
認
定
し
た
正
規
の
労
働
者
海
外

派
遣
機
関
で
す
の
で
、確
か
な
方
法
で
の
優
秀
な
人
材
の

選
抜
が
可
能
で
す
。加
え
て
、や
は
り
実
習
生
の
熱
心
な

取
り
組
み
姿
勢
は
他
の
社
員
の
意
識
向
上
に
も
つ
な
が

り
企
業
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
の
で
、そ
こ
も
評
価
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
習
生
の
受
入
企
業
に
は
、煩
雑
な
行
政
手
続

き
や
滞
在
期
間
中
の
教
育
や
生
活
指
導
な
ど

様
々
な
負
担
が
あ
る
の
で
は
？

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
、受
入

企
業
の
多
く
は
中
小
企
業
で
す
。外
国
人
を
教

育・指
導
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
そ
れ
を
管
理
す
る
ま
で
の
人

的
余
裕
が
あ
る
企
業
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

当
組
合
で
は
経
験
豊
富
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
語
教

育
や
生
活
指
導
を
行
う
他
、受
入
企
業
の
要
望
に
沿
っ

た
専
門
知
識
な
ど
実
践
で
使
え
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、在
留
資
格
の
更
新
な
ど
の
行
政
手
続
き
や
定
期

日
本
で
外
国
人
を〝
労
働
者
〞と
し
て
雇
用
す

る
の
と
は
、ど
の
様
に
違
う
の
で
す
か
？

現
在
の
日
本
は
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
非
常
に

閉
鎖
的
で
す
。外
国
人
が
日
本
で
労
働
す
る
に
は

就
業
ビ
ザ
が
必
要
で
す
が
、そ
の
取
得
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
って
い
ま
す
。大
学
教
授
や
経
営
者
な
ど
い
わ
ゆ

る
高
度
人
材
で
な
け
れ
ば
、な
か
な
か
長
期
間
の
就
業
ビ
ザ

は
取
れ
ま
せ
ん
し
、当
然
に
高
額
の
報
酬
が
必
要
で
す
。製

造
加
工
現
場
への
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
要
望
は
根

強
い
の
で
す
が
、現
状
就
業
ビ
ザ
取
得
は
困
難
で
す
し
、コ

ス
ト
が
見
合
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、技
能
実
習
生
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、人
件
費
等
を
抑
え
た
う
え
で
３
年
間
外

国
人
を
雇
用
し
就
労
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

実
習
生
の
受
入
企
業
に
は
、ど
の
様
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
か
？

海
外
進
出
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
、進

出
先
で
の
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
役
立
つ
こ
と

で
す
。海
外
に
進
出
す
る
際
、ま
ず
難
し
い
の
が
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
雇
用
で
す
。現
地
で
人
材
を
育
て
る
に
も
一
朝

一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。し
か
も
外
国
人
は
定
着
率
も
低

く
、せ
っ
か
く
一
か
ら
育
て
た
人
材
も
簡
単
に
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、本
事
業
で
受
け
入
れ
た
実
習
生
を
帰
国
後

に
現
地
で
採
用
す
る
こ
と
で
、日
本
語
は
も
ち
ろ
ん
、要

求
さ
れ
る
製
品
の
品
質
レ
ベ
ル
や
、教
育
し
づ
ら
い
社
風

ま
で
を
も
身
に
つ
け
た
人
材
を
確
保
で
き
る
の
で
す
。海

外
で
採
用
し
、一
か
ら
育
て
る
苦
労
が
な
い
分
、人
材
確

保
の
方
法
と
し
て
は
効
率
的
で
す
。ま
た
、実
習
生
は
来

日
中
に
日
本
の
生
活
習
慣
に
も
精
通
し
ま
す
し
、何
よ

り
そ
の
積
極
的
な
学
ぶ
姿
勢
は
海
外
で
採
用
し
た
外
国

人
ス
タ
ッ
フ
の
よ
い
見
本
と
な
り
、よ
き
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
ま
す
。

　
他
に
も
、向
上
心
旺
盛
な
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
よ

る
企
業
内
の
活
性
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。実
習
生
は

技
能
習
得
を
目
的
に
来
日
し
ま
す
の
で
、そ
の
積
極
的

な
学
ぶ
姿
勢
は
日
本
人
社
員
に
良
い
刺
激
を
あ
た
え

ま
す
。

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
事
業
を
行
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

は
い
。こ
の
事
業
は
、諸
外
国
か
ら
主
に
20
歳
代

の
実
習
生
を
受
け
入
れ
、製
造
加
工
現
場
で
作

業（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）を
行
い
な
が
ら
の
3
年
間
の
実
習
を
通
じ

て
、日
本
の
優
れ
た「
技
術・技
能・知
識
」を
実
習
生
に

移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、帰
国
後
に
母
国
の
産
業
振
興

に
寄
与
で
き
る
優
秀
な
人
材
の
育
成
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。当
組
合
は
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）以
降
、中

国
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
1
，2
0
0
名
を
超
え

る
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。実
習
生
は
当
組
合

で
日
本
語
講
習
等
を
受
け
た
の
ち
、実
習
先
の
製
造
加

工
等
を
行
う
受
入
企
業
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

的
な
受
入
企
業
と
実
習
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、実
習

期
間
中
に
発
生
す
る
病
気
や
怪
我
へ
の
対
応
ま
で
、幅
広

い
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
す
の
で
、初
め
て
実
習
生
を
受
け

入
れ
る
中
小
企
業
に
も
安
心
で
す
。

　
外
国
人
を
日
本
で
育
成
し
彼
ら
を
海
外
進
出
し
た

際
に
即
戦
力
と
し
て
再
度
活
用
す
る
方
法
が
あ
る
こ

と
を
、中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
企
業
経
営
者
の
方
に
是

非
知
っ
て
い
だ
き
た
い
で
す
。当
組
合
で
は
、外
国
人
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
か
ら
、現
地
で
の
雇
用
方
法
ま

で
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

海
外
進
出
を
検
討
す
る
企
業
の
強
い
味
方
と
な

り
そ
う
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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▲交通安全講習

（福岡）

F FG

５
〜
６
ヵ
月

●実習生の募集条件の決定、募集
●海外の政府認定派遣機関での選抜、
　日本語教育等の事前指導
●諸手続き、就業ビザ発給

●在留資格の変更・更新
●帰国準備、各種調整

●日本語、文化・風習、法律などの講習
　（約１ヶ月）
●受入企業への配属、技能実習開始
　（約１１ヵ月）

入
国
前

1
年
目

入 

国

2
〜
3
年
目

入
国
後

■ 外国人技能実習生受け入れの基本スケジュール

66FFG MONTHLY SURVEY Vol.66




